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令月号の主な内容
ヽ

町民のうごき
＝町 報＝ ＝農林だより＝

層山鳥坂ダムは必要なダム 2 唖栗生産同志会役員研修 ・10 

優風博通信 ・・・ 3 漫新たな基本法 .. 11 

慢年金だより・・・・・ .... 4 漫ご存知ですか骨粗髭症・ 13 

0 ドラゴンボー ト大会 漫刈払機を上手に使って
ひじかわ筏流し大会 .. 6 長持 ちさせよう ・14 

0みんなで防ごう住宅火災 7 ＝公民館報＝

奎健康と食の一ロメモ 8 浸第15回サマースクール・・・ ・16 
奎社協だより ， 

層地域に根ざ した分館活動・ 17 
浸お知らせ 20 ~ASUKA青年団だ よ り .... ・19 

人口 3,274人( +2) 

男 1,580人 (-1)

女 1,694人 (+3)

世帯数 1, 0 1 5描(+2) 

（平成 9年 8月31現在）



⑲。c。19 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 鯛洸磨 (2) 

を
発
表
し
ま
し
た
。

定
説
と
な
っ
て
い
た
「
一
度
決
め

た
ら
中
止
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
」

ダ
ム
建
設
事
業
が
、
来
年
度
は
予
算

を
要
求
せ
ず
、
再
検
討
す
る
「
中
止

休
止
ダ
ム

」
が
十
八
か
所
、
基
礎
調

査
費
の
み
計
上
す
る
「
足
踏
み
ダ
ム
」

が
七
十
か
所
と
、
全
国
で
は
八
十
八

か
所
の
ダ
ム
が
見
直
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

当
町
に
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る

山
鳥
坂
ダ
ム
は
、
見
直
し
ダ
ム
の
枠

か
ら
は
外
さ
れ
て
い
ま
す
が
来
年
度

予
算
額
三
億
円
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
八
億
円
に
対
し
、
六
ニ
・

五
パ
ー
セ
ソ
ト
の
大
幅
減
額
と
な
り

ま
し
た
。
事
業
推
進
の
大
ぎ
な
後
退

が
心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

当
町
で
は
、
ダ
ム
建
設
事
業
費
が

平
成
七
年
度
十
二
億
円
、
平
成
八
年

度
十
億
円
、
今
年
度
八
億
円
と
年
々

減
額
さ
れ
る
状
況
に
あ
り
、
事
業
の

後
退
が
予
想
さ
れ
た
の
で
、
国
の
公

共
事
業
抑
制
が
言
わ
れ
始
め
る
前
か

ら
、
平
成
十
年
度
に
は
好
転
す
る
よ

う
各
関
係
機
関
に
対
し
強
く
要
望
を

行
っ
て
ぎ
ま
し
た
。

特
に
、
建
設
省
、
愛
媛
県
、
中
予

地
区
、
当
町
の
四
者
で
構
成
す
る
行

政
連
絡
協
議
会
で
事
業
推
進
を
強
く

求
め
る
と
と
も
に
、
四
月
に
松
山
市

長
、
六
月
と
八
月
に
愛
媛
県
知
事
を

訪
問
し
、
そ
れ
ぞ
れ
水
源
地
の
実
情

を
訴
え
、
事
業
の
推
進
を
要
望
し
て

き
ま
し
た
。
又
、
七
月
に
は
、
建
設

省
本
省
開
発
課
長
に
陳
情
、
水
没
地

域
の
高
齢
化
や
事
業
停
滞
に
よ
る
影

響
な
ど
を
訴
え
平
成
十
年
度
予
算
増

額
に
つ
い
て
強
く
要
望
を
行
い
ま
し

こ。t
 一

方
、
五
月
に
副
知
事
が
来
町
さ

れ
た
こ
と
を
始
め
と
し
て
自
民
党
県

連
水
資
源
対
策
特
別
委
員
会
（
委
員

長
池
田
忠
幸
県
議
）
も
六
月
に
来
町
、

町
長
・
議
会
特
別
委
員
会
と
の
懇
談

を
持
つ
と
と
も
に
下
流
域
で
あ
る
大

洲
市
・
長
浜
町
へ
も
協
力
依
頼
を
さ

れ
る
な
ど
関
係
機
関
も
活
発
に
動
き
、

雰
囲
気
的
に
は
好
転
の
期
待
も
高
ま
っ

て
い
ま
し
た
が
、
結
果
的
に
は
大
幅

な
減
額
と
な
り
成
果
を
み
る
こ
と
が

で
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
は
、
国
の
財
政
改
革
に
よ
る

「
七
月
に
は
本
省
陳
情
」

八
月
二
十
六
日
建
設
省
は
、
平
成
十
年
度
予
算
概
算
要
求
額

「
中
予
分
水
」
が

9月 8日 議員協議 会

公
共
事
業
費
七
％
削
減
と
と
も
に
中

予
分
水
の
未
決
着
が
大
き
く
影
響
し

た
も
の
と
い
え
ま
す
。

来
年
度
予
算
概
算
請
求
額
三
億
円

の
内
容
は
発
表
段
階
で
は
、
「
水
理
、

水
文
調
査
等
の
実
施
」
で
あ
り
、
「
地

下
水
脈
、
肱
川
河
口
部
の
塩
水
遡
上

調
査
を
し
た
上
で
、
中
予
分
水
に
つ

い
て
地
元
の
合
意
を
得
る
努
力
を
す

る。
」と
な
っ
て
お
り
、
肱
川
町
内
で

何
を
す
る
と
の
明
快
な
説
明
が
な
さ

れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
町
は
先
述
の

行
政
連
絡
協
議
会
（
九
月

三
日
）
、
議
員
協
議
会
（
九

月
八
日
）
を
開
き
、
関
係

機
関
の
出
席
を
得
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
考
え
方
を
質
し

ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
建
設
省
及

び
愛
媛
県
は
「
下
流
域
の

洪
水
対
策
、
中
予
地
区
の

渇
水
対
策
な
ど
か
ら
山
鳥

坂
ダ
ム
は
愛
媛
県
の
重
要

施
策
と
し
て
必
要
で
あ
る
。
」

ま
た
「
下
流
域
に
つ
い
て

は
、
近
々
の
内
に
大
洲
市

か
ら
出
さ
れ
て
い
る
市
民

の
不
安
事
項
五
項
目
に
つ

い
て
正
式
に
回
答
し
、
前

進
さ
せ
た
い
。
」
し
か
し
、

「
建
設
推
進
に
は
下
流
域

の
合
意
が
不
可
欠
」
と
の

答
弁
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
肱
川
町
内
で
の
事
業
に
つ

い
て
は
、
生
活
再
建
対
策
、
地
質
調

査
、
振
輿
計
画
策
定
、
県
道
付
替
ル
ー

ト
説
明
な
ど
を
進
め
る
と
し
て
お
り

ま
す
。こ

れ
を
受
け
て
、
肱
川
町
と
し
て

ど
う
す
る
か
。
水
没
予
定
地
の
不
安

解
消
を
ど
う
し
て
ゆ
く
か
な
ど
、
今

後
町
議
会
や
地
元
組
織
、
水
没
対
象

者
等
と
の
話
し
合
い
を
進
め
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

「
町
内
で
は
、

生
活
再
建
対
策
な
ど
を
＇
．

」
ケム事業の流れl

基
本
的
に
は
、
山
鳥
坂
ダ
ム
は
制

限
ダ
ム
に
入
っ
て
お
ら
ず
、
諸
問
題

の
解
決
に
よ
り
前
進
す
る
ダ
ム
で
あ

り
ま
す
。

こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
少

額
と
な
っ
た
予
算
で
あ
っ
て
も
、
い

か
に
効
果
的
に
町
内
で
の
事
業
を
進

め
て
い
く
か
で
あ
り
、
予
算
増
額
と

な
っ
た
と
き
に
い
か
に
受
入
れ
体
制

が
出
来
て
い
る
か
に
あ
る
と
い
え
ま

す
。
関
係
者
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

事

業

費

予伊［
ニコにIIII

，実施計画調査

通常

H10年度

．． ． 
［コ

通常の促進経費

減額対象

本体建設•生活

再建中のダム等

に不可欠な経費

と国債返済額等

の義務額

維持管理

ダム事業の流れ



(3)@。＠。龍） 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 饂凋器

•一._•rヽ

指導にあたる今井先生

憾
異
の

3
ビ
ゲ
ヅ
ト
:
大
吃
＾

小
学
生
を
対
象
に
夏
休
み
の
工
作

を
兼
ね
て
、
親
子
で
楽
し
く
ロ
ケ
ッ

ト
を
作
り
大
空
高
く
打
ち
上
げ
て
み

よ
う
と
、
八
月
十
一
日
（
月
）
に
風
の

博
物
館
で
、
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
手
作

り
ロ
ケ
ッ
ト
教
室
」
を
開
催
し
ま
し

こ。t
 材

料
は
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に
転
が
っ

て
い
る
、
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
炭
酸
飲

料
用
の
空
に
な
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

を
活
用
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
利
用
し

て
、
最
近
で
は
羽
根
を
く
り
抜
ぎ
、

風
で
勢
い
好
く
回
っ
て
い
る
風
車
を

良
く
見
か
け
ま
す
。

講
師
に
は
、
日
本
ペ
ッ

ト
ポ
ト

ル

ク
ラ
フ

ト
協
会
愛
媛
支
部
の
今
井
先

生
を
招
き
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
仕
組
み
、

作
成
方
法
、
打
ち
上
げ
方
、
楽
し
い

遊
び
方
な
ど
、
と
て
も
優
し
く
指
導

し
て
頂
き
ま
し
た
。

風

博

通

信

参加者のみなさん

を
一
切
使
用
し
な
い
で
水
と
空
気
だ

け
を
燃
料
と
し
て
い
ま
す
。
ボ
ト
ル

の
中
に
水
を
二
合
ほ
ど
注
ぎ
、
そ
れ

に
空
気
入
れ
を
利
用
し
て
大
量
の
空

気
を
送
り
込
み
、
ボ
ト
ル

内
の
圧
力

を
高
め
、
そ
れ
を
一
気
に
噴
出
さ
せ

て
打
ち
上
げ
ま
す
。
早
速
、
完
成
し

た
ロ
ケ
ッ
ト
を
風
の
り
広
場
に
お
い

て
打
ち
上
げ
ま
し
た
。
軽
く
百
メ
ー

ト
ル
も
飛
ぶ
ロ
ケ
ッ
ト
に
驚
く
ば
か

り
で
、
と
て
も
楽
し
い
教
室
に
な
り

ま
し
た
。

教
室
希
望
が
あ
れ
ば
風
の
博
物
館

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

J

の
ロ
ケ
ッ
ト
は
、
火
薬
・
電
池

履直鑓聾履藉闘鯛厨穏冒
| 「風の映画祭」平成9年度（後期）の上映計画決まる I 

「風の映画祭」上映計画

上映日 上 映 内容

第

10

回

10月2日（木）

10 : 00~ 

2本 1回上映

「忠臣蔵（雪の巻）」

13:00~ 「伊豆の踊子」

第

11

回

11月2日（日）

コープえひめ乎和

実行委員会と
共催事 業

1本 4回上映 「もののけ姫」

9 : 00~、12:00~、

15 : 00~、18: 00~ 

映画愛好家の方で組職する「風の映画会」の企画運営委

員会において、合年度開催する後期分の上映計画を決め

ました。会員の方は、年6匝上映する映画を無料で鑑賞

することができます。事務局までお問い合わせください。

第10回「風の映画祭」ご案内

今回は上映会場に足を運ぶ機会の少ない高齢者の方

を対象に、時代劇を上映することになりました。ご近

所お誘い合わせてご来館ください。

＊日時 10月2日（木）

＊場所風の博物館(2階）ホール

＊上映プログラム

第

12

回

1月24日（土） 2本 2回上映

14 : 00,...__,、19: 00~ 

「ベーブ」「クールラソニソグ」

10 : 00~ 

13: 00,...___, 

＊入場料金

「忠臣蔵（雪の巻）」

「伊豆の踊子」

区
分 般

第

13

回

3月22日（日）

コープえひめ平和

実行委員会と

共催事 業

2本 2回上映

10: 00,..____,、14: 00~ 

「つるにのって」「ノ ートルダムの鐘」

小中高生・ シニア

前売券

1,000円

700円

当日券

1,200円

800円

風の映画会員は無料〔常時受付中〕

幼稚園児以下は無料〔保護者同伴〕

シニアとは65オ以上の方

＊主 催 「風の映画会」事務局：風の博物館 834-2181 



R。R。龍） 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 謡旅恩 (4)

！年金だより I 年金の請求先

1こんなときは、届出を忘れずに！I 
次のようなときは、
¥．. ・ • ・ • :．．: ・ •. ..· :．/ 

国民年金の窓口へすぐ届出をしてください。

届出をじませんと、

将来、年金を受けられないこ7ともありますので、

ご注意ください。

老齢給付の請 求先

加入していた年金制度

騎諭嘉載鳩

9甜；＂編塵
會 - ,

＇ 會0眉眉鵬

請求先

―|  ／几 E3

お住まいの市区町村
仮蛎

一 靡讐贔醤喜管

一 （共済組合

ー 住所地を管轄する社

問贔闊温Wl会保険事務所＝□ 会社を管轄する社会保険事務所

※共済組合の加入期間がある人は、上記のほかに共済組合に請求
します。

一 被保険者 I届出に必要なもの

二印かん

印かん ・年金手帳

第 1号 退職年月日のわかる

被保険者書類

障害給付の請求先

初診日において加入
していた年金制度

会社を退職したとき

厚生年金や共済年金の加入
者でなくなったとき、扶養
配偶者がいる場合は合わせ
て届出を

会社に就職したとき

厚生年金や共済年金に加入

したとき

会社に就職した夫（妻）

の扶養になる妻（夫）

夫（妻）に扶養されな〈なったとき
一定の収入があるとき
離婚したとき

夫（妻）の扶養になったとき

一定の収入が減ったとき
結婚して扶養されるように
なったとき

第 2号 I 印かん・年金手帳

被保険者 健康保険証

第 3号 I Enかん・年金手帳（夫・妻）

被保険者 I扶養脱退日のわかる書類

第 1号 印かん・年金手帳（夫・妻）

被保険者 扶養脱退日がわかる書類

第 号 印かん・年金手帳（夫・妻）

被保
3 険者 健康保険証・扶養認定年月

日のわかる書類

m 
請 求 先

― | //l., E3 

お住まいの市区町村
1又垢

― |  
勤務先を管轄する社
会保険事務所

一 （共済組合
ヽ

ノ

遺族給付の請求先

死亡者が加入
していた年金制度

＝ 

請求先

-|  
請求者のお住まいの
市区町村役場

― しへ
勤務先を管轄する社
=保険事務所

一 （共済組合
ヽ

ノ

（こんなと言こん亨亭合が）
65歳になったら

老齢基礎年金

国民年金の加入期間（保険料納

付期間済期間など ）が25年以上あ

る人は65歳から受給できます。

60歳になると繰上げ支給、 65歳

以後からの繰下げ受給もあります。

年金額は加入期間に応じて違い

ます。

もしも、
病気やケガをして

樟害基礎年金

国民年金加入中に病気やケガを

したとき、法で定められている程

度にあてはまり、加入期間の3分

の2以上の納付期間があるなどの

納付要件に該当している人が受給

できます。

もしも、
家の働き手に
先立たれたら

遺族基礎年金

国民年金に加入している人や老

齢基礎年金を受けられる資格期間

のある人が亡くなったとき、子の

ある妻や子が受給できます。

※子は18歳まで

● 国民年金の独自給付 この他に、第 1号被保険者の給付として寡婦年金・死亡一時金が支給されます。



(5) ＠。＠。19 仕事や生活に夢をもって 豊かなまちをつくります （町民憲章） 饂旅燈

平均受給者数 医 療 費 一人当り医療費

4 559 人 316.371. 774 円 565.960 円

5 584 366.901. 731 628.256 

6 614 428,801.479 698.373 

7 627 363,309.188 579,440 

8 645 423.640.198 656.806 

医療費

億円＇

4 

3.5 

3
 

゜

受給者数

700人

600人

500人

一人当り医療費

70万円

60万円

50万円

H4 

． 

． 

H5 H6 H7 H8 

窓口で支払う 費用

H4 H5 

老人保健では、外来診療または入院ともそ

れぞれ下記の費用（一部負担金）を支払います。

外 来 入 院

平成 9年 9 1日につき 1日につぎ

月 1日から 500円 1,000円

支払いの方 ただし、 1カ月に 4回(2,000入院日数分支払います。

法など
円）を限度として、ひとつの 平成10年度 1日1,100円
医療機関ごとに支払います。 平成11年度 1日1,200円
総合病院では各診療科ごと、 住民税非課税世帯等で老齢福
医科と歯科では別々 に支払い 祉年金を受けている方は 1日
ます。 500円を入院日数分支払いま
平成11年度より医療費の伸び す。
に応じてスライドします。

＊入院中の食事代 入院中の食事代については、これまでと同様に定額の自
己負担となります。

＊外来の薬剤にかかる一部負担 1日500円の自己負担とは別に、薬剤の種
類数と 日数分に応じて負担します。

入院したときは、入院中の 1日の食事代に

かかる費用の一部を支払います。

入院中の食事代の標準負担額

般 1 日 760円

塁ヲ諜税世9税住民
90日までの入院 ※1 日 650円
-------------------------------- -----------------------------------

90日を超える入院 ※1 日 500円

住民税非課税世帯等で老齢
※ 

福祉年金を受けている方
1 日 300円

※住民税非課税世帯等の人は、「標準負担額減額認定証」

（申請によ り交付）が必要となります。

H6 H7 H8 

前
年
度
よ
り
一
人
当
た
り
七
七
、
三
六
六
円
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

老
人
医
療
受
給
者
数
の
増
加
に
伴
い
、
一
人
で
複
数
の
病
気
を
持
っ
て
い
る
方

が
多
く
、
慢
性
疾
患
が
多
い
こ
と
や
、
入
院
期
間
が
長
期
化
し
て
い
る
こ
と
に

よ
る
も
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
健
康
づ
く
り
に
注
意
し
て
、
健
康
で
す
こ
や
か
な
毎

日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

疇疇疇麟
疇疇詈¥JQ9vg

疇鷹
疇睾曲。へ｀
讐人叫i
麟函疇忍

闘言璽農
胴人戸j

直靡曰 ＇啜甲 ll。

直た護〗
闘り』皇に］
冒医璽［お』

環塁呆塔子↑忍詞料゚ °;

醒にに舅聾＊且
寅虎釦臨ふ謳i
母ふ平字釦詞詞甲

鼠65{iも関[80{ § 国困圏圏圏菌困歯歯

外来の薬剤にかかる一部負担
外来（在宅医療を含む）で薬剤を処方してもらうとき何種

類の薬を何日分投与されたかによって、一定の額を別途負

担します。

外来の薬剤にかかる一部負担（投薬こ合と）

●内服薬

6種類以上

1日分につき

100円

●外用薬と頓服薬については、上記の金額とは別に計算します。

頓服薬（解熱薬、鎮痛薬など）

1種類

0円

2~3種類

1日分につき

30円

外用薬（湿布、目薬）など

1種 類 1 2種 類 |3種類以上

50円 100円 150円

4~5種類

1日分につき

60円

1種類につき 10円

※定額の一部負担金と外来の薬剤にかかる一部負担金との合計額
は、療養に要する費用の総額を超えないようにします。

対象とならない薬

入院したときの薬剤

・注射、検査、処置、手術等の際に使用される薬剤

対象とならない方
6歳末満の乳幼児

・住民税非課税世帯等で老齢福祉年金を受けている方

〈一部負担金の計算のしかた（例）〉
同じ医療機関に 1カ月に 5回通院し、 1回の通院ごとに 4種

類（うち 1種類は外用薬）の薬を 3日分ずつもらった場合

●医療定額分

定額負担2,000円-CD
500円 X 4回「 4回が限度となるため」

●外来の薬剤にかかる一部負担

3種類(30円） X 3日分＋外用薬 1種類(50円）＝140円
140円 X 5 回＝700円~

①十②＝2,700円

みんなで薬剤費に対する意識を高め、薬のムダをなくしていきましょう！



⑲。@。龍） 教養を高め 文化のかおるまちをつくります （町民憲章） 邸施器 (6)

十
人
乗
り
の

ボ
ー
ト
で
タ
イ

ム
を
競
う
ド
ラ

ゴ
ソ
ボ
ー
ト
大

会
が
、
八
月
十

七
日
に
鹿
野
川

湖
で
行
わ
れ
ま

し
た
。こ

の
大
会
に

は
、
香
川
県
・

松
山
市

・
大
洲

市

・
菊
間
町
か

ら
の
参
加
も
あ

り
、
ド
ラ
ゴ
ソ

ボ
ー
ト
ニ
十
六

チ
ー
ム
ニ
百
七

十
六
人
、
手
こ

ぎ
ボ
ー
ト
ニ
十

ニ
チ
ー
ム
四
十

四
人
が
参
加
。
残
暑
き
び
し
い
湖
面

で
は
、
は
げ
し
い
レ
ー
ス
の
展
開
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
ド
ラ
ゴ
ソ
ボ
ー
ト
に
は
、
八

人
の
こ
ぎ
手
と
太
鼓
で
伴
奏
す
る
人

か
じ
を
取
る
人
、
そ
れ
ぞ
れ
一
人
の

十
人
が
乗
り
込
み
、
艇
に
は
チ
ー
ム

名
の
入
っ
た
の
ぼ
り
を
立
て
て

P
R

「
よ
ー
い

・
ド
ソ
」
の
合
図
で
一
斉
に

ス
タ
ー
ト
。

今
年
で
一
一
一
年
目
と
も
な
る
と
そ
れ

ぞ
れ
の
息
も
び
っ
た
り
合
い
快
走
し

て
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
中
に
は
、
こ
ぎ
手
の
バ

ラ
ソ
ス
が
取
れ
ず
迷
走
す
る
チ
ー
ム

も
あ
り
ま
し
た
。

又
、
二
人
乗
り
の
手
こ
ぎ
の
ボ
ー

ト
で
は
、
悪
戦
苦
闘
し
て
い
る
ボ
ー
I

ト
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ

に
楽
し
み
な
が
ら
ボ
ー
ト
を
こ
い

で
い
る
人
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

道
路
で
は
、
応
援
団
が
「
頑
張

れ
」
と
盛
ん
に
声
援
を
送
り
カ
メ

ラ
に
お
さ
め
て
い
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
の
部

優

勝

菊

間

鬼

瓦

準
優
勝
オ
ー
ル
ド
予
子
林

第

三

位

肱

川
町
農
業
委
員
会

手
こ
ぎ
ボ
ー
ト
の
部

優

勝

飛

龍

4

準
優
勝
肱
川
町
議
会

第
三
位
松
山
市
役
所

走
ろ
う
会

F

の
ぼ
り
グ
ッ
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
賞

山
鳥
坂
ダ
ム

楽—
ー、、
'-＜ 

第
五
回
ひ
じ
か
わ
筏
流
し
大
会
が
試
合
終
了
後
は
肱
川
町
公
民
館
で
、

八
月
三
十
一
日
（
日
）
に
行
わ
れ
ま
し
閉
会
式
及
び
懇
親
会
を
行
い
交
流
を

た
。
今
年
は
、
台
風
九
号
の
影
響
に
深
め
ま
し
た
。

よ
り
当
初
七
月
二
十
七
日
に
予
定
し
選
手
・
役
員
・
応
援
の
皆
さ
ん
大

て
お
り
ま
し
た
が
こ
の
日
に
延
期
し
変
お
つ
か
れ
様
で
し
た
。

て
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
十
九
チ
ー
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ム

の

参

加

が

あ

り

四

十

五

人

の

選

手

優

勝

肱

川

町

農

業

委

員

会

B

に

よ

り

、

熱

戦

が

繰

り

広

げ

ら

れ

ま

準

優

勝

香

月

し

た

。

第

三

位

肱

川

町

議

会

A

こ
の
大
会
は
、
手
作
り
筏
で
「
肱

II

鹿
野
川
ア
リ
ラ
ソ

A

川
」
を
下
る
こ
と
に
よ

っ
て
肱
川

の

ブ

ー

ビ

ー

賞

Y
O
N
D
E
N

自

然

に

親

し

み

、

ま

た

豪

快

に

早

さ

鹿

野

川

を
競
う
と
共
に
参
加
者
相
互
の
交
流

を
図
る
こ
と
を
目
的
に

始
ま
っ
た
も
の
で
今
年

で
五
回
目
を
迎
え
ま
す
。

当
日
は
、
九
時
か
ら

中
野
小
学
校
玄
関
前
で

安
全
祈
願
祭
及
び
開
会

式
を
行
っ
た
後
、
十
時

か
ら
競
技
が
開
始
さ
れ

ま
す
と
、
五
分
お
き
に

筏
が
次
々
に
ス
タ
ー
ト
。

今
年
は
ゴ
ー
ル
地
点
を

大
野
印
刷
よ
り
少
し
下

流
、
（
約
四
km)
区
間
で

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
途

中
の
難
所
で
は
、
苦
労

さ
れ
る
チ
ー
ム
も
あ
り

ま
し
た
が
、
全
員
ケ
ガ

も
な
く
無
事
に
終
了
す

る
こ
と
が
で
ぎ
ま
し
た
。

• --`―ロ

手作り筏で競技にのぞむ参加者



(7) ID。@。栂） 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 鯛凋毎

今
回
は
、
住
宅
が
火
災
に
な
っ
た

場
合
の
お
年
寄
り
の
避
難
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
年
寄
り
が
避
難
す
る
と
ぎ
に
、

家
の
中
に
段
差
が
あ
る
と
思
う
よ
う

に
通
り
に
く
く
な
り
ま
す
。
お
年
寄

り
が
安
全
に
避
難
で
き
る
住
ま
い
は
、

誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
す
ま

い
で
す
。

玄
関
の
昇
り
ぐ
ち
に
ス
ロ
ー
プ
を

つ
け
た
り
、
ベ
ラ
ソ
ダ
や
部
屋
の
敷

居
を
で
き
る
だ
け
た
い
ら
に
す
る
な

ど
、
家
の
中
の
段
差
を
減
ら
す
工
夫

を
さ
れ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

お
年
寄
り
は
と
っ
さ
の
行
動
が
な

か
な
か
思
う
よ
う
に
と
り
に
く
く
な

り
ま
す
。
居
室
は
一
階
の
避
難
し
や

す
い
場
所
に
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

万
一
火
災
に
な
っ
た
場
合
で
も
落

ち
着
い
て
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

避
難
し
や
す
い
場
所
に

寝

室

を

大事な契約や遺言などは

公正証書に

10月 1~7日は「公証週間」です。この期間

中には、公証役場で無料公証相談所が開設さ

れ、公正証書に関しての法律相談を行ってい

ます。

重要な取引をしたり遺言を残したりすると

き、 トラブル防止のために公正証書の作成を

お勧めします。

相談は無料です。

段
差
の
少
な
い

住
ま
い
の
工
夫

川上支署

口 行政への苦情や要望は行政柑談員に ピ

問い合わせ先

八幡浜公証役場

名 0894-22-2070

書

総務庁では、行政相談制度を広く国民に知ってもらいその利用を

促進するため、今年も 10月12日（日）から18日（土）までの 1週間を

「行政相談週間」と定め、全国的に各種行事を実施することとしてい

ます。 現在肱川町には総務庁長官から委嘱された行政相談委員は、

福田保さん（下鹿野川） 1人ですが、毎月、肱川町公民館において

「行政相談所」を開設しておりますので、週間行事としては開設しま

せんが、自宅で相談を受け付けますので、お気軽にご相談ください。

相談は無料で、秘密は堅く守られます。

なお、相談内容は、たとえば道路、交通安全、登記、郵便、消費

生活、社会福祉、公害、職員の応接態度の改善、昼休み時間帯の窓

口受付等の行政サービスの改善に関する意見や要望などです。

多数の機関が関係している、どこに中し出たらよいかわからない、

苦情を直接担当の機関に申し出にくいなどの場合にも行政相談をご

利用ください。

行
政
相
談

〇毎月 1回（広報のおしらせ欄を見てください）
13: 30,...___,16: 30 

〇 相 談 員 福 田 保 名 34-2508

No•一057

お父さん

浩明さん

お母さん

美穂さん

み
ど
り

堀

碧

ち

ゃ

ん

（

道

野

尾

）

平
成
7
年

11月
16
日
生

1
歳
10
カ
月

は
じ
め
ま
し
て
、
秋
穂
で
す
。

今
は
歌
と
お
絵
書
ぎ
が
大
好
ぎ

で
す
。
家
族
と
近
所
の
み
な
さ

ん
に
か
わ
い
が
ら
れ
て
、
ス
ク

ス
ク
育
っ
て
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
み
な
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

お
し
ゃ
べ
り
・
歌
う
こ
と
・
踊

る
こ
と
大
好
き
な
み
ど
り
で
す
。

ド
ラ
イ
ブ
中
は
、
み
ど
り
の
リ
ク

エ
ス
ト
に
答
え
て
ず
っ
と

一
緒
に

歌
っ
て
る
の
で
大
へ
ん
な
ん
で
す

よ。
最
近
で
は
「
一
人
で
」
「
自
分
で
」

と
、
着
替
え
に
奥
味
を
持
ち
は
じ

め
、
が
ん
ば
っ
て
ま
す
。

お父さん

伸浩さん

お母さん

美和さん

あ
き
ほ

池
田
秋
穂
ち
ゃ
ん
（
山
槌
）

平
成

7
年
9
月

24
日
生

2
歳



R。c。栂） l思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 麟随雹 (8)

1g贄見塁＿

糖 質 4kcal 

タンパク質 4 kcal 

脂 質 9kcal 

近
こ
ろ
、
「
シ
ュ
ガ
ー
レ
ス
」
「
ノ

ン
シ
ュ
ガ
ー
」
「
砂
糖
不
使
用
」
な

ど
と
表
示
さ
れ
た
ガ
ム
や
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
を
よ
く
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
昔
か
ら
料
理
や
お
菓
子
づ
く

り
に
欠
か
せ
な
い
砂
糖
で
す
が
、
最

近
は
敬
遠
さ
れ
る
傾
向
が
強
い
よ
う

で
す
。砂

糖
を
避
け
る
理
由
と
し
て
よ
く

聞
く
の
は
、
「
肥
満
の
も
と
」
「
糖
尿

病
を
招
く
」
「
歯
に
悪
い
」
と
い
っ
た

こ
と
。
健
康
を
損
な
う
根
源
の
よ
う

な
言
わ
れ
方
で
す
が
、
こ
れ
で
は
砂

糖
を
悪
者
扱
い
し
す
ぎ
と
い
う
も
の

で
す
。肥

満
や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣

病
は
、
砂
糖
そ
の
も
の
が
原
因
な
の

で
は
な
く
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
運
動

不
足
な
ど
の
生
活
習
慣
が
大
き
く
影

響
し
て
起
こ
り
ま
す
。
ま
た
、
歯
に

悪
い
と
い
う
貝
方
で
す
が
、
砂
糖
が

歯
や
骨
を
破
壊
し
た
り
、
カ
ル
シ
ウ

ム
の
吸
収
を
妨
げ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
虫
歯
の
原
因
は
口
の
中
の
虫

●
肥
満
・
糖
尿
病
の
原
困
？

●
脳
や
神
経
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

歯
菌
で
す
。
予
防
は
砂
糖
類
を
口
に

し
た
と
き
に
限
ら
ず
、
食
後
す
ぐ
に

歯
を
磨
く
習
慣
が
大
切
で
す
。

糖
質
は
身
体
や
脳
、
神
経
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
で
す
。
吸
収
や
消
化
が
よ

い
砂
糖
は
、
疲
労
固
復
に
も
効
果
的
。

要
は
砂
糖
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
、
上
手

に
、
食
生
活
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で

す。
砂
糖
は
甘
く
て
お
い
し
い
だ
け
で

は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
慟
き
や
性
質

を
も
っ
て
い
ま
す
。
料
理
に
生
か
し

て
、
砂
糖
と
の
”
甘
い
生
活
“
を
楽

し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

＊
ピ
ス
ケ
ッ
ト
や
ケ
ー
キ
の
焼
き
色

や
香
り
を
つ
け
る

＊
ジ
ャ
ム
や
マ
ー
マ
レ
ー
ド
を
ビ
リ
ー

化
す
る

＊
メ
レ
ン
ゲ
や
ホ
イ
ッ
プ
ク
リ
ー
ム

の
泡
立
ち
を
良
く
す
る

＊
イ
ー
ス
ト
の
発
酵
を
活
発
に
し
て

パ
ン
を
膨
つ
ま
せ
る

＊
カ
ピ
や
細
菌
の
繁
殖
を
防
ぐ
（
砂

糖
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た
ジ
ャ
ム
や

砂
糖
づ
け
、
あ
ん
こ
な
ど
は
か
び

に
く
く
、
日
持
ち
し
ま
す
）

＊
油
の
酸
化
を
防
ぐ
（
砂
糖
を
入
れ

た
ク
ッ
キ
ー
は
風
味
が
変
わ
り
ま

せ
ん

）

砂
糖
と
上
手
に
つ
き
あ
う
に
は

秋の全国交通安全運動
-9/21,_9/30ー

宮川大助・花子の
「宮川花f」さん10月118八幡浜に！

＊運動のスローガン

令しめた ベルトがあなたの

守り神

＊運動の重点

．． 

1

2

 

高齢者の交通事故防止

シートベルトの着用の徹底

交燿安全ば

家麻から．I

八幡浜・大洲地区広域市町村圏組合・八幡浜商工会議所との

共催により 「宮川花子」さん を講師に迎えて「文化講演会」を開催

いたします。

〇講師 宮川花子先生

0テーマ 「花子のイキイキライフ」

0日時 乎成 9年10月11日（土）

午後12:30開場 13 : 15開演

所 八幡浜市民会館大ホール（入場無料）

催 八幡浜・大洲地区広域市町村圏組合

八幡浜商工会議所

〇入場整理券 入場を希望される方は、入場整理券が必要で

す。整理券は市企画財政課、八幡浜商工会議所で発行して

おります。

〇問い合せ先

八幡浜・大洲地区広域市町村圏組合地方拠点都市対策室

80893-24-0560 

※開催当日、駐車場等大変混雑が予想されますので、車でお越

しの方は新川駐車場をご利用ください。

〇場

〇主

最低賃金改正のお知らせ マスコ送に掲載された肱川陶

愛媛労働基準局では、県内で働くすべての労働者に適

用される「愛媛県最低賃金」を改正し、 10月1日から施行

することとしました。

この決定により、 10月1日以降分として労働者に支払

う賃金は、 1日4,685円(1時間588円）以上としなければ

なりません。

問い合わせ先 八幡浜労働基準監督署80894-22-1750

8/21 愛媛朝日テレピニュースBOX

青いカエル（小藪 台本治雄さん宅）

8 /25 NH Kニュース 風フェスティバル

英語劇と外国人による民俗舞踊

愛媛新聞

お手玉遊び
“
 

団体戦一般2位肱流苑Aチーム
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平成 8年度共同募金受入状況
共 同募金

種 別 金 額

戸 別 募 金 490,345 

街 頭 募 金 37,881 

呂子 校 募 金 92,912 

職域団体 募金 119,545 

大 ロ 募 金 207,000 

ノ口 計 947,683 

額c 謡凋器

歳末たすけあい募金

種 別 金 額

戸 別 募 金 514,057 

篤 志 募 金 26,441 

合 計 540,498 

共
同
募
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
毎

年
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「
助
け
合
い
」
と
い
う
言
葉
が
、
今

ま
た
よ
み
が
え
っ
て
い
ま
す
。
孤
独

を
感
じ
、
心
の
ふ
れ
あ
い
が
求
め
ら

れ
て
い
る
人
も
い
れ
ば
、
お
互
い
助

け
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
々
も

い
ま
す
。
今
、
あ
ら
た
め
て
「
助
け

合
い
」
の
共
同
募
金
が
見
直
さ
れ
て

い
ま
す
。

今
年
も
十
月
一
日
よ
り
十
二
月
三

十
一
日
ま
で
赤
い
羽
根
募
金
運
動
が

行
わ
れ
ま
す
。
町
内
の
皆
様
か
ら
の

温
か
い
善
意
の
募
金
は
、
給
食
サ
ー

ビ
ス
・
障
害
者
へ
の
援
助
、
施
設
や

病
院
で
の
長
期
療
養
者
へ
の
見
舞
い

等
に
活
用
い
た
し
ま
す
。

今
年
も
部
落
長
さ
ん
を
通
じ
て
戸

別
募
金
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

゜
い

羽

根

募

金

社
協
だ
よ
り

肱川町社会福祉協議会

8 (0893) 34-2340 

社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご

芳

志

当
協
議
会
に
、
次
の
方
か
ら

ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

福
祉
関
係
事
業
に
活
用
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

中

居

谷

大

野

公

甫

様

下

鹿

野

川

金

野

翌

様

汗

生

中

野

真

二
様

た拝和
°し 霊
全 神 健常者とのふれあいC身節者更生会） 誓胄
員 社 1|||||||III|1||| |||||I||||III|||II||1||1||||II ||||III1||I1|II|1||||||||||||||11||| 
佃 ‘

会町

事三うい者 も た 会 ら ー ぶた在集四館プ加た二ふ
長身

に間°がが あ ゜ 話 ん り 川 でめ万を‘ノし゜十れで

｀ 闘門門塁盃り、晨夏しう、信 9ヽ賃菜嘉旦 tし信貪； ？庄□
い仏にた中 多みわろ開たお乳橿水しヽ町

者

た木宇事で く 期 さ ←
に二に事健更

のりなに系まおム十行業常
し寺和でふの問れなにぅ→くはのしか暮人いを者史
まを島しれ見中てどは一久な‘ 魚たさオがま八と天
し参市よあ学でいのお‘しつ現を °な l 参 し 月 の 安

肱
川
中
学
校
（
松
田
正
義
校
長
）
で

は
、
社
会
福
祉
活
動
の
一
環
と
し
て

町
内
の
老
人
宅
へ
葉
書
を
送
り
、
独

居
老
人
宅
に
は
訪
問
し
て
、
贈
り
物

を
プ
レ
ゼ
ソ
ト
い
た
し
ま
し
た
。
生

徒
達
は
夏
休
み
に
入
る
と
、
独
居
老

人
宅
を
訪
問
し
日
ご
ろ
の
中
学
校
の

様
子
な
ど
を
楽
し
く
話
し
た
よ
う
で

す
。
生
徒
達
は
お
年
寄
り
の
生
活
な

ど
を
聞
き
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
福
祉

が
い
か
に
大
切
か
を
痛
感
し
た
よ
う

で
す
。
秋
に
な
る
と
運
動
会
な
ど
諸

行
事
が
あ
り
ま
す
の
で
参
加
し
て
、

ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。
肱
川
中
学
校
の
生

徒
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

お
年
寄
り
と
の
ふ
れ
あ
い

町
老
連
教
養
文
化
部
で
は
、
毎
月

踊
り
の
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
会

員
二
十
人
が
集
ま
り
、
新
し
い
踊
り

に
暑
さ
も
忘
れ
て
頑
張
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
ほ
ど
、
踊
り
に
使
用
す
る

扇
、
花
笠
な
ど
を
揃
え
て
練
習
し
て

い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
本
当
に
老

人
ク
ラ
ブ
の
会
員
さ
ん
か
な
と
思
う

く
ら
い
で
す
。
生
き
が
い
を
求
め
て

何
か
に
熱
中
す
る
事
は
本
当
に
喜
ば

し
い
事
で
す
。
秋
の
町
老
連
運
動
会

に
発
表
さ
れ
る
踊
り
を
現
在
練
習
中

で
す
。
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

朝
夕
、
す
っ
か
リ
秋
の
様
相
を
増

し
て
き
ま
し
た
。
秋
と
も
な
る
と
多

く
の
行
事
が
あ
リ
ま
す
。
身
体
に

は

十
分
注
意
し
て
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

暑
さ
も
、

何
の
そ
の

老
連
教
養
文
化
部
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索
索
索
索
索

索
恙
怒
＇
添
森

品
杏

索
森
森
改
贔
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索
索
索
索
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索
索
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索
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熱心に現地研修をされる同志会役員の皆さん

肱
川
町
栗
生
産
同

志
会
で
は
、
八
月
十

七
日
か
ら
十
九
日
の

三
日
間
（
二
泊
三
日
）

の
役
員
視
察
研
修
を

実
施
し
ま
し
た
。
栗

の
先
進
地
視
察
を
目

的
と
し
て
宮
崎
県
西

諸
県
郡
須
木
村
へ
十

三
人
が
参
加
し
ま
し

こ。t
 

初
日
の
船
中
に
て
栗
の
出
荷
説
明

会
打
合
せ
を
一
時
間
行
い
ま
し
た
が

こ
の
時
は
、
台
風
十
三
号
の
影
響
で

八
幡
浜
港
か
ら
の
出
航
が
危
ぶ
ま
れ

て
い
た
の
で
す
が
、
無
事
出
発
す
る

事
が
で
き
ま
し
た
。

九
州
の
玄
関
口
、
臼
杵
港
ま
で
三

時
間
の
船
旅
を
終
え
、
無
事
九
州
上

陸
を
果
た
し
た
一
行
は
一
路
目
的
地
、

宮
崎
県
西
諸
県
郡
須
木
村
を
目
指
し

バ
ス
に
よ
る
九
州
縦
断
を
行
い
ま
し

農

林

だ

よ

り

編集•発行
J A 肱川

肱川町森林組合

た
。
須
木
村
と
い
う
所
は
、
栗
の
品

質
、
日
本
一
を
誇
る
名
産
地
と
し
て

有
名
で
す
。
そ
の
須
木
村
で
栗
だ
け

し
か
扱
っ
て
い
な
い
農
協
そ
れ
が
須

木
村
開
拓
農
業
協
同
組
合
な
の
で
す
。

そ
の
基
礎
を
築
い
た
須
木
村
開
拓
農

業
協
同
組
合
の
組
合
長
理
事
、
山
田

弥
四
郎
組
合
長
に
、
二
時
間
程
御
指

導
頂
き
ま
し
た
。
出
席
の
役
員
の
皆

さ
ん
か
ら
、
次
々
と
質
問
が
相
次
ぎ
、

役
員
の
方
か
ら
、
「
も
う
食
事
に
し

な
い
か
」
と
い
う
声
が
で
た
ほ
ど
で

し
た
。
そ
の
後
、

山
田
組
合
長
と
の

親
睦
を
深
め
る
た
め
に
、
懇
親
会
を

開
ぎ
ま
し
た
。

翌
日
、
優
良
栗
園
視
察
を
行
い
、

そ
こ
で
見
た
栗
園
は
素
晴
ら
し
く
、

肱
川
町
に
帰
っ
た
ら
こ
の
よ
う
な
栗

園
に
し
た
い
と
皆
さ
ん
大
変
張
り
切
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
慰
労
を
兼
ね
た

宴
会
に
お
い
て
は
、
九
州
地
方
の
料

理
を
食
べ
な
が
ら
、
昨
日
の
山
田
組

合
長
の
お
話
や
、
今
日
の
優
良
栗
園

視
察
の
こ
と
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
話
題

で
も
り
あ
が
り
ま
し
た
。
な
か
で
も
、

山
田
組
合
長
の
栗
に
対
す
る
苦
労
話
、

そ
し
て
、
須
木
村
の
栗
、
品
質
、
日

本
一
に
し
た
そ
の
執
念
に
関
す
る
こ

と
が
一
番
で
し
た
。

こ
の
役
員
視
察
研
修
は
、
大
変
実

り
の
あ
る
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
肱

川
町
に
帰

っ
た
ら
、
各
支
部
に
お
い

て
の
見
本
と
な
る
モ
デ
ル
園
を
作
り
、

そ
し
て
、
他
の
同
志
会
員
の
指
導
的

立
場
と
し
て
こ
れ
か
ら
の
肱
川
町
の

栗
を
さ
さ
え
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

［農業新闘購誠のおすすめ！ ］ 
＊推進期間

＊推進目標

＊料 金

平成 9年 7月 1日～平成 9年 9月30日

県下 13,000部

肱川 95部

1か月 2,550円（税込み）

平素は JA各事業にご協力を賜り誠に有りがとう

ござし、ます。

現在県下一斉に農業新聞購読推進運動を実施致し

ております。 JA肱川に於ぎましても95部の実配を

目標に推進中で有ります。非常に頼もしい日刊紙で

すので是非共ご購読されますようおすすめ致します。

確かな情報は
あなたのカ

お申込はJA肱川本所・各支所へ

去
る
八
月
二
十
一
日
、
県
共
済
連

よ
り
戴
き
ま
し
た

J

A
共
済
の
看
板

と
太
陽
電
池
時
計
を

J

A
肱
川
の

A

T
M
（
現
金
自
動
支
払
機
）
の
横
に
設

置
致
し
ま
し
た
。

丁
度
鹿
野
川
の
商
店
街
の
メ
イ
ソ

ス
ト
リ
ー
ト
に
出
来
ま
し
た
の
で
何

か
と
皆
さ
ん
の
便
利
に
役
立
つ
も
の

と
思
い
ま
す
。

現
在

J

A
で
は
共
済
推
進
を
実
施

中
で
あ
り
ま
す
が
ど
う
か
ご
理
解
を

頂
ぎ
ま
し
て
早
期
に
今
年
度
の
目
標

二
十

二
億
が
達
成
出
来
ま
す
よ
う
格

段
の
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

一県
‘‘ 

甘有時り
り言 ‘ 晶

直こ三

が

一
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なぜ、

食料・ 農業・ 農村地域に関する

新たな基本法
今、

共主戸門門

新たな基本法なのでしょうか？
新たな農業基本法の制定に向け、「食料 ・農業 ・農村基本問題調

査会」が 4月に総理府に設置されました。検討期間は 2年間。 JA 

グループは、新たな基本法の制定に向けた考え方を今年の10月のJ

A全国大会で決定します。なぜ、今、 国民各層の合意をもとに新た

な基本法が必要なのか。この点をまず紹介します。

睾お年と平戒7年を比ぺてみると

＞
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＜穀物自給率＞

82％鴫30%
▲50% 

く農産物輸入数量指数＞

100鵬1,125 
11.25倍

注 •• •農業就業人口は総務庁調べ 、 その他は農水省調べ

様
変
わ
り
し
た
国
内
農
業

農
業
就
業
人
口
は
八
百
六
十
八
万
人

減
少
し
三
百
二
十
八
万
人
に
、
農
地
面

積
は
百
―
―
[旦
減
少
し
五
百
四
万
戸
へ、

農
産
物
の
輸
入
数
量
は
十
一
倍
と
な
り
、

穀
物
自
給
率
は
五
割
も
低
下
し
三

0
%

へ
。
こ
れ
は
、
現
在
の
農
業
基
本
法
が

制
定
さ
れ
た
三
十
六
年
前
と
比
較
し
た

日
本
農
業
の
現
状
を
示
す
デ
ー
タ
の
一

端
で
す
。

農
業
基
本
法
は
昭
和
三
十
六
年
、
農

業
の
生
産
性
向
上
や
勤
労
者
と
の
所
得

均
衡
等
を
目
標
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

い
わ
ば
農
業
の
「
憲
法
」
の
よ
う
な
も
の

で
す
。農

家
の
所
得
に
つ
い
て
は
、
農
業
以

外
か
ら
の
所
得
増
加
に
よ
り
平
均
で
み

れ
ば
達
成
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
農

業
の
生
産
面
な
ど
全
体
で
み
れ
ば
、
冒

頭
の
数
字
の
よ
う
に
、
日
本
経
済
の
発

展
に
よ
る
国
際
化

・
自
由
化
の
流
れ
の

な
か
で
、
生
産
基
盤
が
弱
体
化
し
て
き

た
の
が
こ
の
三
十
六
年
間
で
し
た
。

二
十
一
世
紀
を
間
近
に
ひ
か
え
、
農

業
の
視
点
だ
け
で
な
く
、
食
料
や
農
村

の
視
点
も
加
え
た
新
た
な
政
策
は
、
生

産
者
だ
け
で
な
く
、
地
域
住
民
や
国
民

全
体
に
と
っ
て
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

食
料
政
策
面
か
ら
の
必
要
性

日
本
は
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
五
八
％

を
輸
入
食
料
に
依
存
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
最
低
自
給
率
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
い
つ
ま
で
も
海
外
に
頼
っ
て
ば

か
り
い
ら
れ
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

世
界
人
口
が
毎
年
約
一
億
人
ず
つ
増

え
て
い
く
中
で
、
食
料
を
作
る
た
め
に

必
要
な
農
地
や
水
資
源
が
世
界
的
に
限

界
に
達
し
つ
つ
あ
り
、
二
十
一
世
紀
に

は
食
料
不
足
が
心
配
さ
れ
て
い
る
か
ら

で
す
。日

本
も
含
め
、
各
国
が
自
分
の
国
の

資
源
を
有
効
に
活
用
し
、
安
定
的
に
食

料
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
国
際
的
な

責
任
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
視

点
に
よ
る
新
た
な
基
本
法
が
必
要
で
す
。

農
業

・
農
村
政
策
面
か
ら
も

い
ざ
と
い
う
場
合
で
も
、
五
百
万
戸

あ
れ
ば
大
丈
夫
と
い
わ
れ
て
い
る
農
地
。

ま
も
な
く
そ
の
大
台
を
割
り
込
む
勢
い

で
減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
農
業
に
従
事
す
る
担
い
手

不
足
も
深
刻
で
、
こ
う
し
た
国
内
農
業

の
危
機
的
状
況
を
打
開
し
、
農
業
の
持

続
的
な
発
展
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
活

力
を
与
え
る
政
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す。
ま
た
、
農
村
地
域
の
著
し
い
人
口
流

出
や
都
市
近
郊
で
の
乱
開
発
に
よ
る
環

境
破
壊
の
問
題
も
様
々
な
社
会
問
題
に

発
展
し
て
い
ま
す
。
農
業
生
産
の
場
の

活
性
化
と
合
わ
せ
て
、
農
村
地
域
に
住

む
人
た
ち
の
生
活
基
盤
を
充
実
さ
せ
、

生
き
生
き
と
し
た
農
村
地
域
を
作
っ
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
こ
う
し
た

視
点
も
新
た
な
基
本
法
に
は
必
要
で
す
。

豊
か
な
国
土
と
活
力
あ
る
社
会
、
安

全
で
安
心
な
食
料
を
次
世
代
に
引
き
継

い
で
い
く
た
め
に
、
み
ん
な
で
考
え
る

時
期
に
き
て
い
ま
す
。
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知っていますか。

-、Q,

食料 ・農業 ・農村地域に関する 共主：門門門

新たな基本法
私たちの食料のことを

台所から出るゴミの38％は食べ残しで、

手つかずの食品の14％もあったーという京

都市清掃局の残念な調査結果があります。

たくさんの食料を輸入して、グルメな食生

活を楽しんでいる私たちですが、このまま

でよいのでしょうか。今回は食料クイズ特

集です。さあ、チャレンジしてください。

現在の世界人口は約58億人ですが、食料不足に

苦しんでいる人は何人いるのでしょうか？

（ア）約 1億人

（ウ）約8億人

（イ）約4億人

Q2 世界では毎年約600万haの農地が、砂漠化して失われてい

ますが、これはどのくらいの広さに相当するのでしょうか？

（ア）大阪ドーム （イ凍京デイズニー

ランド （ウ） 四国と九州の合計

Q3 開発途上国の 1人当たり年間穀物消費量は、平

均で235kgですが、先進国は何kgでしょうか？

（ア）204kg

（ウ）604kg

（イ）404kg

Q4 日本の人口は世界人口のわずか2％ですが、日本が輸入す

る食料は世界の農産物貿易額全体の何％でしょうか？

（ア）約 2%

（ウ）約9%

（イ）約5%

Q5 世羞調査で「国内で生産できる食料はできるかぎり国内で生産

すべきだ」と考えている人の割合はどのくらいでしょうか？

（ア）ゼロ （イ）5割

（ウ）8割以上

プレ｝
 

グA
 

J
 

ンホツ二ビ

,
 

棗

F
A
0
(
国
連
食
糧
農
業
機
関
）
の
調
べ
に
よ
る
と
、

毎
年
十
分
な
食
料
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
の
数

は
、
ア
ジ
ア
を
中
心
に
世
界
で
八
億
四
千
万
人
。
経

済
発
展
の
著
し
い
途
上
国
で
は
、
食
肉
消
費
量
も
先

進
国
に
近
づ
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
牛
肉
一
キ
ロを
生
産

す
る
に
は
十
一

キロ
の
穀
物
が
必
要
な
た
め
に
、
飼
料

穀
物
の
需
要
も
大
幅
に
増
え
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

農
地
や
水
な
ど
の
生
産
資
源
の
拡
大
は
望
め
な
い
状

況
に
あ
り
、
穀
物
の
生
産
が
需
要
量
に
追
い
つ
か
な

く
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
食
料
を
輸
入

す
る
国
も
輸
出
す
る
国
も
、
こ
れ
か
ら
は
国
内
資
源

を
有
効
に
活
用
し
て
、
安
定
的
に
食
料
を
生
産
す
る

基
盤
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

食
用
と
飼
料
用
を
合
わ
せ
た
穀
物
自
給
率
は
、
日

本
は
わ
ず
か
三

0
％
で
す
。

F
A
0
の
統
計
で
は
、

世
界
百
六
十
三
か
国
の
中
で
順
位
は
な
ん
と
百
十
一

番
目
。
先
進
国
で
は
最
低
の
水
準
で
す
。
こ
う
し
た

な
か
で
、
総
理
府
の
世
論
調
査
で
は
、
「
国
内
で
生

産
で
き
る
も
の
は
で
き
る
か
ぎ
り
国
内
で
生
産
す
べ

き
」
と
い
う
意
見
が
八
三
•
四
％
も
占
め
て
い
ま
す
。

一
見
、
豊
か
な
食
生
活
の
裏
側
に
存
在
す
る
、
こ
う

し
た
事
実
を
み
ん
な
が
知
る
こ
と
か
ら
、
二
十
一
世

紀
の
日
本
農
業
の
方
向
を
決
め
る
「
新
た
な
基
本
法
」

の
あ
り
方
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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口 ご存知ですか ？・ 骨粗縣症 アい
骨の量は、30歳を過ぎればどんな人でも減っていきます。日本人の約 9％が骨粗縣

症と言われていますが、骨はいったんスカスカになると元には戻らないので、若いう

ちに太い丈夫な骨を作っておくこと、自分の骨量を知って予防することが大切です。

， 骨粗縣症って何ですか？

骨の中のカルシウムが減少する病気のことで、骨はまるで大根に（す）が入ったようにもろく骨

折しやすくなります。特に、女性がなりやすく、 65歳以上の女性の約半分がかかっているといわ

れています。

骨粗縣症ドッ

料金

クのご案内（検査内容）

10,000円（税別）
ー 問診 2栄養調査 3骨のX

4 X線骨密度測定 5総合判定

＼ー ／

6栄養指導

，` 

ご自分の骨が、同年代に比べて強いか弱いか比較出来

ます。是非一度測定して、骨の状態を知つて下さい。

検査に関するお問い合わせは、最寄りのJA窓口か、

下記まで。

JA愛媛厚生連健診センター
〒790 松山市鷹子町533番地18089-970-2080 

フリーダイヤル 0120-874-702

＇閏
□日

10
月
1
日
（
水
）
岩
谷
方
面

10
月
2
日
（
木
）
大
谷
方
面

10
月
7
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

10
月
8
日
（
水
）
中
津
方
面

10
月
9
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

10
月
14
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

10
月
15
日
（
水
）
岩
谷
方
面

10
月
16
日
（
木
）
大
谷
方
面

10
月
21
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

10
月
22
日
（
水
）
中
津
方
面

10
月
23
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

10
月
28
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

10
月
29
日
（
水
）
岩
谷
方
面

10
月
3
0
日
（
木
）
大
谷
方
面

10
月
2
日
（
木
）
大
谷
方
面

10
月
17
日
（
金
）
宇
和
川
方
面

10
月
2
4
日
（
金
）
予
子
林
方
面

L
P
G
配
達
予
定
表

10
月
3
日
（
金
）
大
屋
敷
・
大
平

10
月
6
日
（
月
）
上
石
丸

・
師
走
野
・

下
小
藪
・
中
野

1
0月
8

日
（
水
）
藤
野
原
•
町

10
月
11
日
（
土
）
八
重
栗
・
上
森
山
・

大
成
・
正
山

10
月
認
日
（
月
）
久
保

10
月
15
日
（
水
）嵯
峨
谷
・
見
の
越
・

月
野
尾
・
京
造

10
月
16
日
（
木
）
中
津
・
小
倉

10
月
17
日
（
金
）
広
常
・
影
地

10
月
2
0
日
（
月
）
森
・
肱
栄
・
硯
・

久
下
・
樋
野
ロ
・
汗
生

10
月
22
日
（
水
）
白
石
・
上
小
藪
．

中
小
藪

10
月
2
4
日
（
金
）中
居
谷
・
嘉
城
・

共
栄
・
道
野
尾
・
赤
岩

10
月
27
日
（
月
）
大
駄
湯
・

柳

・
郷
・

瓜
生
谷

10
月
29
日
（
水
）
全
敷
水
・
菟
野
尾

1
0
月
醤
油
配
達
予
定
表
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！ 椎茸市況． i 
i ~ 、 シ 9----------＿----==- ！ 
！ 
！ 優良材生産は直材づくりから／ 椎茸生産はクヌギ林造成から．/ ! 

！ 

I --- --. ---. - -.. -- - ..  ~.. . -, - --....  -. -- -. r 

！ 
！ 平成 9年 8月27日 1乾椎茸市況（松山椎茸市場） I ~ 
： 県森連 市況 大洲木市より （単位対当り：円） 市売日平成 9年 9月 8日 i 
！ 市売数舞 •853ケース 15,530kg ’ 

スギヒノキマッ 平均単価 4,890円 ’ 
！長さ末口径 その他銘柄別単価
！ 直曲 が り 直 曲 が り 直 ！ 
! 7CJil下本 486本 283本 588本 409 銘柄 ，， 価 格相場銘柄 価 格相 場 i
t 8 CJil上本 508本 390本 825本 788 こうこ 9,000 ~ 9,900 強特 用 大 4,200~ 5,600 強 i 
• 14 mil 3 CJI1上23,0001 -140,0001 -118叫 18,000 大 厚 7,000~ 8,800 強特 用 中 4,500~ 6,200 強！

！ 
18 CJI1上19,soo1 -145,0001 -124cm上19,000
2 4 CJI1上20,900 I -145, ooo I -130cm上29,000 中 厚 8,500~ 9,400 強特用中小 4,400~ 5,500 強 ！ 

! 7CJil下本 214本 148本 253本 148 中小厚 6,800~ 7,900 強特 用 小 4,000~ 4,800 強 ！ 

＇ ! 8 CJil上 本 285本 285本 388本 388 小 厚 4,200~ 5,600 強大パレ 3,600~ 4,200 強、
! h mill CJil上15,400 2 3,200,  i 3m 13 CJil上20,200 -37,500 -18cm上18,000 大ウス 6,400~7,200 強中バレ 3,800~ 4,600 強 i 

18 CJI1上20,200 I -I 39, soo I -~4cm上 19,000 中ウス 6,500 ~ 7,600 強中小パ レ 3,800 ~ 4,300 強

! 274 :卓閏°悶本二本 50本一 30cm上 中小ウス 5,400~ 6,800 強小パレ 2,800~ 3,700 強 i
! 2m 8CJil上 本 一本一本一本一 小 ウ ス 4,000~ 5,500 強変形 3,400~ 6,500 強！

! 16 CJil上 8,ooo I -I 20, ooo I -113cm上 ジャミ 1,400~ 3,500 保色悪ウス 3,400~ 5,000 強！

! 30 CJil上
13 CJI1上26,ooo I I 61, 600 

cm上 どんこ大 7,000~ 8,900 強 色 悪 パ レ 1,800~ 3,200 強！

! 6 m 18 CJil上23800 52 500 どんこ中 6,400 ~ 7,500 強 4栄立ドンコ ～ 

｝ 特 選 110,000 239,900 どんこ小 3,600 ~ 5,200 強 ス ラ イ ス 2,000 ~ 4,000 強 i 
！ 足 場 1m当たり円～円 概況 全国で平均5,000円の声が聞こえ始めました。品柄は、パレ～格外が i

秋の裾要期を控え盆明けと共に入荷材順調に回復する。！ 胴 杉、桧全般に横m 。枝打ち材、小径木、松材は買気旺盛。
半数以上を占めているが、商社の買気が強く、前回よりも、さらに200 9 
円上げた。中～中小葉の厚肉、ウス肉の進物系が特に目立つ。10月末～ ！ 

i 11月上旬に合わせて伐採の準備（下刈り等）をしておきましょう 。 i 
t_---------------------------------------------------------」

保
管
方
法
は
、

す。 1
枚
を
使
い
、

工
ソ
ジ
ソ
内
で
混
合
オ
イ

1
枚
は
予
備
と
す
る
そ
う
で

そ
し
て
、
山
に
は
目
立
て
を
し
た
刈
り
刃

を
1
人

3
枚
持
っ
て
い
き
休
憩
の
時
に
軽
く

や
す
り
で
目
立
て
を
し
、
午
前
1
枚
、
午
後

12
枚
刃
。

赤

松

寛

和

④
年
2
回
下
刈
り
を
す
る

2
ー

3
年
生
の
造

林
地
の
ご
く
柔
ら
か
い
草
を
刈
る
時
に
は

の
大
き
い

12
イ
ソ
チ
の
刈
刃

③
夏
草
の
よ
う
な
柔
ら
か
い
草
の
場
合
は
径
料
の
中
に
は
塩
分
が
多
い
の
で
、

の
刈
刃

②
サ
サ
だ
け
の
現
場
は

30
枚
刃
10
イ
ソ
チ
径

馬
県
）
の
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
刈
払
機
を
選
ぶ
と
き
の
第
一
と
し

て
、
軽
量
で
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
燃
費
が
良

い
こ
と
（
燃
料
を
背
負
う
た
め
）
を
現
場
の
状

況
に
あ
わ
せ
て
選
ぶ
と
の
こ
と
で
す
。

①
直
径
3
c
m
位
の
灌
木
が
あ
れ
ば
、

30
枚
刃

10
イ
ソ
チ
径
で
あ
さ
り
を
出
し
た
刃

ま
た
そ
の
時
に
、

エ
ソ
ジ
ソ
の
圧
縮
（
パ
ワ
ー
）
が
落
ち
る

原
因
と
な
る
こ
と
か
ら
、
湿
気
の
少
な
い
場

所
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
か
ら
、
倉
庫
に
肥
料
と
一
緒
に
し
て

保
管
す
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
肥

林
業
改
良
指
導
員

こ
れ
も
錆

の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
袋
か
ら
出
し
た

肥
料
と
一
緒
に
、
ま
た
そ
の
近
く
に
保
管
し

な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て
下
さ
い
。

る
よ
う
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

び、

草
か
灌
木
か
で
あ
か
に
よ
っ
て
、
刃
を
替
え

も
湿
気
を
吸
い
、
内
部
の
ピ
ス
ト
ソ
等
が
錆

あ
と
は
、
下
刈
り
を
す
る
現
場
の
状
況
が

エ
ソ
ジ
ソ
が
ど
う
し
て

い
て
エ
ソ
ジ
ソ
を
か
け
、

工
ソ
ジ
ソ
が
止
ま
っ

で
、
長
期
間
使
用
し
な
い
と
き
は
燃
料
を
ぬ

ソ
ジ
ソ
が
か
か
り
に
く
く
な
っ
た
り
す
る
の

し
た
も
の
が
キ
ャ
ブ
レ
タ
ー
に
つ
ま
り
、

今
回
は
、

あ
る
下
刈
り
の
プ
ロ
集
団
（
群

た
ら
保
管
す
る
そ
う
で
す
。

ル
の
ガ
ソ
リ
ソ
が
揮
発
し
、

工

オ
イ
ル
の
腐
食
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秋
も
た
け
な
わ
と
な
り
、
過
ご
し

や
す
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

今
月
は
抑
制
キ
ュ
ウ
リ
の
栽
培
管

理
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
温
度
管
理

今
後
秋
の
深
ま
り
と
と
も
に
気
温

が
低
下
し
、
特
に
夜
温
の
低
下
が
著

し
く
な
り
ま
す
。

キ
ュ
ウ
リ
は
温
暖
な
気
候
を
好
む

作
物
で
、
生
育
適
温
は
昼
間
二
五
ー

三
〇
℃
、
夜
間
一

七
l
一
八
℃
で
、

I
 

O
,___,
―
二
℃
以
下
で
は
生
育
が
停

止
し
ま
す
。

従
っ
て
ハ
ウ
ス
内
の
最
低
夜
温
が

一
五

l
ニ
ハ
℃
を
下
回
り
だ
し
た
ら
、

夕
方
か
ら
ハ
ウ
ス
を
密
閉
し
て
夜
間

の
保
温
を
開
始
し
ま
す
。

ハ
ウ
ス
を
密
閉
す
る
時
刻
は
そ
の

日
の
天
候
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
が
、

気
温
の
低
下
に
伴
っ
て
早
く
し
ま
す
。

そ
し
て
日
没
の

一
時
間
位
前
か
ら

ハ
ウ
ス
を
閉
め
て
も
、
最
低
気
温
が

一
三
？

一
四
℃
ま
で
低
下
す
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
二
重
カ
ー
テ
ソ
を
張
り

ま
す
。

ま
た
、
こ
の
頃
に
は
地
温
も
低
下

し
て
き
ま
す
の
で
、
通
路
に
敷
ぎ
ワ

ラ
を
敷
き
、
透
明
（
古
）
ビ
ニ
ー
ル
で

マ
ル
チ
を
し
て
地
温
を
確
保
し
ま
す
。

抑
制
キ
ュ
ウ
リ
の
栽
培
管
理

野

菜

こ
れ
は
ハ
ウ
ス
内
の
過
湿
を
防
ぎ
、

灰
色
カ
ビ
な
ど
の
予
防
に
も
な
り
ま

す
。
但
し
排
水
の
悪
い
圃
場
で
は
根

腐
れ
を
起
こ
す
恐
れ
も
あ
り
ま
す
の

で
、
こ
の
方
法
は
行
わ
な
い
方
が
よ

い
で
し
ょ
う
。

温
度
管
理
の
ポ
イ
ソ
ト
は
、
い
か

に
適
温
の
時
間
帯
を
長
く
し
て
や
る

か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
病
害
虫
防
除

気
温
の
低
下
に
伴
い
、
ハ
ウ
ス
を

密
閉
す
る
時
間
帯
が
長
く
な
っ
て
く

る
と
ハ
ウ
ス
内
が
過
湿
に
な
り
、
灰

色
カ
ビ
や
菌
核
病
等
が
発
生
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

栽
培
上
の
対
策
と
し
て
は
、
早
朝

換
気
の
励
行
や
少
量
多
回
数
の
灌
水

等
に
よ
り
、
ハ
ウ
ス
内
の
過
湿
を
防

ぐ
こ
と
で
す
。
ま
た
収
穫
果
以
外
に

も
十
分
に
目
を
配
り
、
病
害
虫
の
早

期
発
見
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

主

任

戸

井

康

雄

収
穫
と
乾
燥

一

水

管

理

落
水
が
早
い
と
粒
張
り
不
足
等
に

よ
る
品
質
低
下
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

収
穫
前

一
週
間
程
度
は
土
が
湿
っ
て

い
る
状
態
に
し
、
落
水
は
収
穫
作
業

水

稲

‘、,`

栗

の

管

理

果

樹

の

管

理

に
支
障
を
き
た
さ
な
い
様
に
気
を
つ

け
な
が
ら
遅
め
に
し
ま
す
。

二

収

穫

適

期

収
穫
適
期
の
適
否
は
、
品
質
・
食

味
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

収
穫
適
期
の
判
定
は
、
平
均
的
な

株
の
最
長
梓
の
黄
変
籾
率
で
行
い
ま

す
。
早
生
種
（
日
本
晴
、
こ
い
ご
こ

ろ
、
モ
チ
ミ
ノ
リ
）
で
は
、
八

0
%

（
出
穂
後
約
四
十
日
か
ら
四
十
五
日
）
、

中
生
種
（
コ
ガ
ネ
マ
サ
リ
、
ひ
め
の

ま
い
）
で
は
九

0
%（
出
穂
後
四
十
五

日
か
ら
五
十
日
）
が
黄
変
し
た
時
期

が
収
穫
適
期
で
す
。

三

乾

燥

稲
架
干
し
の
場
合
は
、
長
く
お
き

す
ぎ
る
と
品
質
低
下
を
招
き
ま
す
の

で
、
水
分
測
定
を
行
い
、
早
め
に
脱

穀
す
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

乾
燥
機
を
利
用
す
る
場
合
は
、
収

穫
後
で
き
る
だ
け
早
く
乾
燥
を
始
め

乾
燥
湿
度
は

三
十
八
℃
以
下
と
し
ま

す
。仕

上
が
り
水
分
は
十
四
・
五
％
を

目
標
に
し
ま
す
。

＿

収

穫

筑
波
、
銀
寄
、
石
鎚
と
収
穫
最
盛

期
を
迎
え
ま
す
。
落
下
し
た
果
実
は

乾
燥
に
よ
る
品
質
低
下
や
食
害
を
防

ぐ
た
め
に
毎
日
収
穫
す
る
よ
う
に
し

て
下
さ
い
。

一
乳
牛
の
健
康
管
理

こ
れ
か
ら
は
、
気
候
が
よ
く
、
彩

食
量
も
増
加
す
る
の
で
、
乳
牛
の
夏

バ
テ
回
復
を
図
り
、
泌
乳
能
力
や
繁

殖
成
績
を
向
上
さ
せ
る
。

特
に

6
月
以
降
の
夏
季
に
分
娩
し

た
牛
は
、
暑
熱
の
影
響
に
よ

っ
て
種

付
け
が
遅
延
し
、
分
娩
間
隔
が
長
く

な
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
こ
の
時
期

に
養
分
摂
取
量
を
高
め
、
ボ
デ
ィ
コ

ソ
デ

ィ
シ
ョ
ソ
を
整
え
る
必
要
が
あ

る。
ま
た
、
飼
料
乾
物
中
の
粗
繊
維
含

量
は

一
七
％
を
確
保
し
、
卵
巣
膿
腫

等
の
繁
殖
障
害
を
防
止
す
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
良
質
の
サ
イ
レ
ー

ジ
や
乾
草
類
を
少
な
く
て
も
体
重
の

乳
牛
の
健
康
管
理

ゞグぐ
ペ?:•一—
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畜

産

い
が
は
、
病
害
虫
の
越
冬
場
所
に

な
る
の
で
集
め
て
焼
却
す
る
か
土
中

に
埋
め
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

二

施

肥

今
年
は
実
の
着
き
が
よ
く
、
成
り

疲
れ
に
よ
る
樹
勢
の
低
下
が
心
配
さ

れ
ま
す
。
樹
勢
が
低
下
す
る
と
、
来

年
の
枝
の
伸
び
が
悪
く
、
着
果
不
足
、

生
育
不
良
に
な
り
収
量
低
下
の
原
因

に
な
り
ま
す
。

九
月
中
旬
ま
で
に
秋
肥
（
愛
媛
＜

り
有
機
ブ
レ
ソ
ド
を
四
0
k
g
)
を
施

用
し
、
樹
勢
回
復
を
図
る
よ
う
に
し

て
下
さ
い
。

1
%（
乾
物
量）

以
上
給
与
す
る
。

そ
の
際
、
異
常
発
酵
し
た
質
の
悪

い
サ
イ
レ
ー
ジ
は
、
彩
食
量
が
低
下

す
る
ば
か
り
で
な
く
代
謝
障
害
を
起

こ
す
の
で
、
給
与
し
な
い
よ
う
に
注

意
す
る
。

な
お
、
不
足
が
ち
な
ビ
タ
ミ
ソ
や

ミ
ネ
ラ
ル

も
養
分
の
吸
収
、
代
謝
促

進
の
た
め
に
補
給
す
名。

夏
バ
テ
の
回
復
や
受
胎
率
の
向
上

は
、
良
質
の
粗
飼
料
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

蛋
白
質
、
ビ
タ
ミ
ソ
、
ミ
ネ
ラ
ル
を

不
足
な
く
給
与
す
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。

大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

技

師

高

野

政

明
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「リア王」 3人の娘に領地を与える場面

第
十
五
回
サ
マ
ー

ス
ク
ー
ル
を
八
月

二
十

二
日
（
金
）
か

ら
二
十
四
日
（
日
）

ま
で
肱
川
中
学
校

生
徒
ニ

・
三
年
生

の
希
望
者
を
対
象

に
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
は
シ
ェ
イ

ク
ス
ピ
ア
原
作
の

「
リ
ア
王
」
を
教
材
に
中
学
生
二
十
五

名
、
今
年
は
教
材
が
難
し
い
た
め
、

高
校
生
―
―
―
名
、
（
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

経
験
者
）
と
麗
澤
大
学
生
―
―
―
名
が
加

わ
り
計
三
十
一
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

指
導
は
ギ
ャ
ビ
ソ

・
バ
ソ
ト
ッ
ク

社
会
教
育
指
導
員
で
す
。
参
加
者
は

夏
休
み
中
に
自
分
の
セ
リ
フ
を
覚
え
、

こ
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
で
は
動
き
を

覚
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
参
加

¥u
,

t
 

う
、
只
メ
，T
＼℃

(
 

匂
し

|
＇|

-ヽ

°

c
 

発
公□

 
者
た
ち
は
ま
ず
、
大
き
な
声
が
出
せ

る
よ
う
、
発
声
練
習
を
行
い
そ
れ
か

ら
、
動
き
を
覚
え
て
い
ぎ
ま
す
。

一

日
か
か
っ
て
や
っ
と
教
材
の
半
分
の

動
作
が
で
ぎ
ま
し
た
。

二
日
目
は
午
前
中
で
動
作
が
終
了

し
、
午
後
か
ら
は
照
明
、
音
響
と

一

緒
の
練
習
を
行
い
、
そ
し
て
夕
食
後
、

劇
全
体
を
と
お
し
で
練
習
し
ま
し
た
。

三
日
目
の
午
前
中
に
本
番
と
一
緒
の

衣
装
を
着
て
練
習
、
練
習
の
後
、
劇

本
番
の
化
粧
を
し
ま
し
た
。

ほ
と
ん
ど
の
中
学
生
が
劇
用
の
化

粧
を
す
る
の
が
初
め
て
の
経
験
で
、

お
互
い
の
顔
を
見
合
い
笑
っ
た
り
し

て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
成

果
発
表
を
午
後
二
時
よ
り
、
「
第
四

回
肱
川
国
際
風
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

と
し
て
行
い
ま
し
た
。
中
学
生
二
、

三
年
生
が
同
級
生
の
活
動
を

見
よ
う
と
出
校
日
と
な
り
、

観
客
は
約
二
百
十
名
、
立
ち

見
席
と
な
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ

り
で
し
た
。
新
し
い
試
み
と
し
て
劇

の
内
容
を

O
H
P
で
舞
台
横
に
写
し

出
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
、
「
リ
ア
王
」
に
つ
い
て
ふ

れ
て
お
ぎ
ま
す
。
作
者
は
イ
ギ
リ
ス

の
劇
作
家
、
ソ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
で
日
本

で
は
戦
国
時
代
の
終
わ
り
か
ら
江
戸

時
代
初
期
の
人
で
す
。
内
容
は
、
リ

ア
王
は
八
十
歳
を
過
ぎ
年
老
い
た
の

で、

三
人
の
娘
に
領
地
を
分
け
与
え

よ
う
と
、
父
を
ど
の
位
愛
し
て
い
る

か
尋
ね
ま
す
。
上
の

二
人
の
娘
は
領

地
欲
し
さ
の
あ
ま
り
愛
し
て
い
る
と

言
い
ま
す
が
、
下
の
娘
は
親
子
で
あ

れ
ば
当
然
の
こ
と
と
答
え
、
父
の
怒

り
に
ふ
れ
国
を
追
放
さ
れ
ま
す
。
リ

ア
王
は

二
人
の
娘
の
城
に
滞
在
し
よ

う
と
し
ま
す
が
、
娘
た
ち
に
冷
た
＜

あ
し
ら
わ
れ
乱
心
し
、
嵐
の
中
へ
出

て
い
き
ま
す
。
様
々
な
思
惑
が
絡
み

長女が次女を毒殺する場面

合
い
戦
争
が
始
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
、

リ
ア
王
た
ち
は
悲
し
い
運
命
を
た
ど

り
ま
す
。
内
容
は
日
本
の
浄
瑠
璃
に

も
似
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
出
演
者

の
生
徒
た
ち
は
自
分
の
出
番
を
舞
台

裏
で
じ
っ
と
待
ち
、
堂
々
と
演
じ
き

り
ま
し
た
。
上
演
が
終
わ
り
衣
装
を

脱
い
だ
子
供
た
ち
は
ほ
っ
と
し
た
顔

を
し
て
、
県
内
留
学
生
等
に
よ
る
民

族
芸
能
の
発
表
を
見
て
い
ま
し
た
。

今
年
の
民
続
芸
能
に
は
三
組
が
参

加
、
ハ
ワ
イ
ア
ソ
フ
ラ
ダ
ソ
ス
を
リ

ネ
ッ
ト

A
．
桃
原
さ
ん
が
、
太
極
拳

を
中
国
の
易
富
さ
ん
が
、
フ
ィ
リ
ピ

ソ
の
ボ
ー
ル
ー
ム
ダ
ソ
ス
を
フ
ィ
リ

ピ
ソ
の
女
性
と
ス
リ
ラ
ソ
カ
の
男
性

六
名
が
披
露
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

観
客
の
み
な
さ
ん
も
海
外
の
文
化

を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
ぎ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

中
学
生
が
英
語
を
よ
り
身
近
に
こ

の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
通
し
て
感
じ

て
く
れ
れ
ば
最
高
で
す
。

ハワイアンフラダンス
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〇
予
子
林
分
館

予
子
林
分
館
で
は
八
月
十
四
日
、

午
後
七
時
よ
り
盆
踊
り
を
行
い
ま
し

た
。
夕
立
の
た
め
場
所
を
屋
内
運
動

場
に
移
し
て
行
い
ま
し
た
。

会
場
に
は
ビ
ー
ル
、
か
ぎ
氷
等
が

準
備
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ど
て
か

ぽ
ち
ゃ
重
量
当
て
ク
イ
ズ
が
行
わ
れ
、

ズ
バ
リ
賞
に
は
米
生
産
者
よ
り
「
こ

い
ご
こ
ろ
」
六
十
キ
ロ
を
進
呈
。

盆
踊
り
で
は
浴
衣
を
所
た
方
や
、

し

で

子
供
た
ち
が
昔
か
ら
伝
わ
る
「
垂
手

踊
り
」
を
踊
り
ま
し
た
。

0
大
谷
分
館

大
谷
分
館
で
は
八
月
十
四
日
、
午

後
七
時
よ
り
盆
踊
り
を
行
い
ま
し
た
。

夕
立
の
た
め
場
所
を
屋
内
運
動
場
に

移
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
イ

力
焼
ぎ
、
か
き
氷
、
ビ
ー
ル
等
の
販

売
、
盆
踊
り
を
行
い
ま
し
た
。

大
谷
分
館
で
は
こ
の
他
に
、
四
月

に
敬
老
会
を
行
い
ま
し
た
。
敬
老
会

に
は
大
谷
地
区
の
対
象
者
の
う
ち
約

百
十
名
が
参
加
、
長
寿
を
祝
い
ま
し

こ。t
 分

館
活
動
は
地
域
作
り
の
核
に
な

る
も
の
で
す
。
地
域
の
特
色
を
活
か

し
た
活
動
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

地
域
に
根
ざ
し
た
分
館
活
動

‘、’

盆踊りの輪が広がって

0
正
山
分
館

正
山
分
館
で
は
八
月
十
五
日
、
午

後
五
時
か
ら
「
正
山
風
の
祭
り
」
を
行

い
ま
し
た
。
恒
例
の
ね
こ
車
ト
ラ
イ

ア
ス
ロ
ソ
を
開
催
、
風
の
憩
い
公
園

か
ら
正
山
小
学
校
ま
で
の
約
三
百
五

十
メ
ー
ト
ル
を
一
気
に
駆
け
上
が
り

ま
し
た
。
生
ビ
ー
ル
等
の
コ
ー
ナ
ー

も
あ
り
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
は
熱
唱
。

そ
し
て
、
町
内
、
大
洲
郡
内
ス
ナ
ッ

ク
等
の
マ
マ
さ
ん
に
よ
る
「
あ
な
た

が
選
ぶ
ベ
ス
ト
店
マ
マ
ー
．
歌
謡
‘
ソ
ョ
ー
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
は
台
風
の

影
響
を
受
け
た
京
の
森
の
「
風
」
の
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ソ
の
点
灯
式
が
行
わ

れ
、
「
風
」
の
文
字
が
浮
か
び
あ
が
り

ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
「
正
山
風
の
祭
り
」
の

様
子
が
イ
ソ
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
全
世

界
の
人
が
見
た
可
能
性
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

0
岩
谷
分
館

岩
谷
分
館
で
は
、
八
月
十
四
日
午

後
七
時
よ
り
盆
踊
り
を
行
い
ま
し
た
。

例
年
河
辺
村
の
行
事
と
重
な
り
参
加

者
が
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
年

は
河
辺
が
十
五
日
に
変
更
に
な
っ
た

の
で
参
加
者
も
多
い
だ
ろ
う
と
、
せ
っ

か
く
午
後
か
ら
準
備
し
た
の
に
降
り

出
し
た
夕
立
の
た
め
運
動
場
が
水
浸

し
と
な
り
、
場
所
を
公
民
館
に
移
動

し
て
の
行
事
と
な
り
ま
し
た
。
狭
い

た
め
盆
踊
り
は
で
き
な
か
っ
た
も
の

話に花がさいて
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の
、
イ
カ
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き
、
ビ
ー
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等
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お
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．
 

盆
で
里
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カラオケ大会
「正山風のまつり」

インターネットにこのよう

に文字と画像が、コンピュー

ターによって送ることができ

ます。どこからでも世界に情

報発信ができます。

『
百
害
あ
っ
て
一
利
な

し
』
と
い
わ
れ
る
煙
草
。

長
年
吸
っ
て
い
て
、
や
め

た
人
の
こ
と
を
「
意
志
の

強
い
人
」
だ
と
い
う
。
し

か
し
、
家
族
か
ら
も
ま
わ

り
の
人
か
ら
も
「
や
め
な

|̀
l

さ
い
。
」
と
、
い
く
ら
い

わ
れ
て
も
絶
対
や
め
な
い
人
。
こ
の

人
も
、
意
志
の
強
い
人
だ
と
思
う
が

ど
う
だ
ろ
う
。

数
年
前
の
あ
る
学
校
で
実
際
に
あ
っ

た
話
。
朝
、
体
育
館
の
外
ト
イ
レ
の

床
に
、
煙
草
の
吸
い
殻
が
五
ー
六
本

あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
二
日
目
、
今
度

は
、
吸
い
殻
五
ー
六
本
の
ほ
か
、
ロ
ー

ソ
ク
を
立
て
て
火
を
つ
け
た
あ
と
。

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
燃
や
し
た

あ
と
が
見
つ
か
っ
た
。

関
係
者
と
相
談
し
て
、
夜
だ
け
ト

イ
レ
に
鍵
を
掛
け
た
。
そ
し
て
、

ニ

日
後
、
今
度
は
、
ト
イ
レ
の
外
に
、

吸
い
殻
六
ー
七
本
と
駄
菓
子
の
空
き

袋
が
捨
て
て
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
吸

い
殻
は
落
ち
て
い
な
い
と
い
う
。

大
人
な
ら
、
わ
ざ
わ
ざ

ト
イ
レ

の

中
で
喫
煙
し
た
り
は
し
な
い
。
町
の

公
共
施
設
の
屋
内
で
も
、
煙
草
の
吸

い
殻
が
灰
と
と
も
に
捨
て
て
あ
っ
た

と
聞
く
。

普
通
な
ら
、
喫
煙
し
て
も
そ
の
証

拠
を
残
さ
な
い
よ
う
努
力
す
る
。
最

近
の
若
者
は
、
ど
ん
な
考
え
方
を
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
。
喫
煙
し
た
証
拠

を
残
す
こ
と
は
、
次
か
ら
、
そ
の
場

所
は
マ
ー
ク
さ
れ
使
え
な
く
な
る
の

を
知
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
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今
の
時
代
ほ
ど
、
人
々
の
間
の
信

頼
関
係
が
失
わ
れ
て
い
る
時
代
は
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

新
聞
や
テ
レ
ビ
か
ら
は
、
汚
職
や

悲
惨
な
事
件
が
毎
日
の
よ
う
に
報
道

さ
れ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
は

お
と
な
社
会
ば
か
り
で
な
く
、
こ
ど

も
の
世
界
に
ま
で
歪
み
が
生
じ
、
い

じ
め
問
題
や
不
登
校
等
の
問
題
と
し

て
学
校
の
大
ぎ
な
課
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。

「
隣
の
人
が
信
じ
ら
れ
な
い
。
」

「
安
心
し
て
道
を
歩
く

こ
と
も
で
き

な
い
。
」

い
つ
か
ら
こ
の
よ
う
な
殺
伐
と
し

た
社
会
に
な

っ
て
ぎ
た
の
で
し
ょ
う

、o
カ

一
匹
ず
つ
で
は
泳
げ
な
い
は
ず
の

ア
リ
が
、
ア
フ
リ
カ
の
ナ
イ
ル
川
を

渡
り
ぎ
る
と
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

三
千
匹
ほ
ど
の
ア
リ
の
大
群
が
、

サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
の
よ
う
な
大
き
な

固
ま
り
に
な
っ
て
浮
か
び
流
れ
る
の

で
す
。
つ
ま
り
、
三
分
の
二
ほ
ど
は

水
中
に
沈
み
、
残
り
の
三
分
の

一
が

水
面
に
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。
こ
の

ま
ま
な
ら
水
中
に
没
し
て
い
る
三
分

の
二
の
ア
リ
は
死
ん
で
し
ま
う
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
流
さ
れ
て
い
く
途

中
で
水
面
か
ら
上
に
浮
か
ん
で
い
る

予
子
林
小

学

校

福

桝

妙

子

ナ
イ
ル
川
を
渡
る
ア
リ

ア
リ
は
順
次
、
次
々
と
水
の
中
に
入
っ

て
い
っ
て
、
代
わ
り
に
水
面
下
に
没

し
て
い
た
ア
リ
が
水
面
に
浮
か
び
上

が
っ
て
く
る
と
い
う
の
で
す
。
水
面

上
と
水
面
下
の
ア
リ
が
、
う
ま
く
交

代
し
な
が
ら
流
れ
て
い
く
た
め
に
ア

リ
が
水
没
．
溺
死
す
る
こ
と
を
免
れ

る
の
で
す
。
水
中
で
の
苦
し
い
支
え

役
を
交
代
し
な
が
ら
、
ほ
と
ん
ど
犠

牲
を
出
さ
ず
に
向
こ
う
の
川
岸
に
流

れ
着
き
、
上
陸
す
る
と
、
そ
の
固
ま

り
を
解
い
て
歩
き
始
め
る
と
い
い
ま

す
。
も
し
、
力
の
強
い
ア
リ
が
水
面

上
を
独
占
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
水

中
で
支
え
て
い
る
ア
リ
は
次
々
と
死

滅
し
、
つ
い
に
は
力
の
強
い
ア
リ
を

含
め
て
ア
リ
の
固
ま
り
は
崩
壊
し
全

滅
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ひ
と
し
く
幸
せ
を
わ
か
ち
合
っ
て
生

き
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
協
調
と
連

帯
と
い
う
ル
ー
ル
を
身
に
染
み
て
惑

じ
さ
せ
ら
れ
る
話
で
す
。

こ
の
話
を
我
々
人
間
の
世
界
に
も

ど
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
も
し
、
あ
な

た
が
こ
の
ア
リ
の
立
場
で
あ
れ
ば
、

水
没
を
繰
り
返
し
な
が
ら
川
を
渡
る

と
い
う
危
険
な
行
為
に
我
が
身
を
投

げ
出
す
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

仲
間
に
対
す
る
絶
対
的
な
信
頼
と

そ
し
て
、
自
分
自
身
も
必
ず
仲
間
を

守
る
と
い
う
気
概
が
な
く
て
は
成
立

で
ぎ
ま
せ
ん
。
今
、
私
た
ち
に
求
め

ら
れ
て
い
る
の
は
、
人
々
の
真
の
信

頼
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

郡
内
の
愛
教
研
喜
多
支
部
の
教
職

員
約
七

0
人
が
、
鹿
野
川
園
地
、
風

の
博
物
館
等
の
清
掃
作
業
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
奉
仕
作
業
は
二
年
前
よ

り
、
地
域
に
役
立
つ
こ
と
を
と
行
っ

て
い
る
も
の
で
、
初
年
度
は
五
十
崎

の
龍
王
公
園
を
、
昨
年
度
は
、
長
浜

の
緑
地
公
園
の
清
掃
を
行
っ
た
そ
う

で
す
。
午
前
八
時
三
十
分
に
集
合
、

草
引
ぎ
、
空
き
缶
拾
い
に
汗
を
流
し

て
い
ま
し
た
。
約

一
時
間
半
の
作
業

で
、
草
が
ゴ
ミ
袋
約
一
〇
袋
、
空
ぎ

缶
等
が
約

二
袋
集
ま
り
ま
し
た
。
今

後
も
毎
年
こ
の
よ
う
な
活
動
を
続
け

て
行
く
予
定
だ
そ
う
で
す
。

購入図書の紹介

鹿野川園地での除草

お
わ
び
と
訂
正

八
月
号
の
十
七
ペ
ー
ジ
、
明
老
大

学
の
参
加
者
を
二
十
一
名
と
掲
載
し

ま
し
た
が
、
二
十
二
名
の
ま
ち
が
い

で
す
。
訂
正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。

函
明
老
大
学

き

10
月
16
日
（
木
）

午

前

9
時
よ
り

町
外
研
修

と
こ
ろ

と と
こ
ろ

先
生
た
ち
が
地
域
の
奉
仕
作
業

函
第

37
回
町
民
運
動
会

と

き

10
月

10
日
（
祝
）

（
雨
天
時
10
月

12
日
（
日
））

午

前

9
時
よ
り

肱
川
ク
ラ
ウ
ン
ド

少年H（上 ・下）

ふたりっ子1・ 2 ・ 3 

女盗族プーラン（上 ・下）

失楽園（上 ・下）

私の骨

サイエンスマスターズ1~6

エアリアガイドG

気象予報士のための天気予報用語集

大石

プーラン・ デヴィ

渡辺淳一

ニコラス・ フレイザー

十二支の話題事典

囲碁発陽誦

毛筆冠婚葬祭手紙表書き事典

漢字の常識

（児童）

がんばれウルトラジロちゃん

きんぎょのひるね
かいじゅういろごん
おばけのもりはめいろがいっぱい
のりものずかん 1・ 2 ・ 3 
NHKやってみようなんでも実験1~5
せんせいマッツァオこわーい話

やすいすえこ

奥野涼子

高畠ひろき
長島克夫

諸河久

米村個治郎

木暮正夫
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8.23 原大会の辟は

厚かった……。

西宇和郡（三瓶町）に

無念の敗退屑咆唸り

総

青年団だより

s
 
u
 八

月
二
十
三
日
（
土
）
、
第
四
十
六

回
愛
媛
県
青
年
大
会
が
、
愛
媛
県
総

合
運
動
公
園
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
我
が
肱
川
町
青
年
団
も
喜

多
郡
代
表
と
し
て
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
に
出
場
し
ま
し
た
。
週
一
回
で
は

あ
り
ま
す
が
、
忙
し
い
合
間
を
ぬ
っ

て
練
習
を
重
ね
試
合
に
臨
み
ま
し
た
。

が
、
西
宇
和
郡
代
表
の
三
瓶
町
青
年

団
に
、
セ
ッ
ト
カ
ウ
ソ
ト
2
|
_
0
で

敗
れ
残
念
な
が
ら
初
戦
を
か
ざ
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
監
督
を
中
心
に
皆
が
よ
く

ま
と
ま
り
、
す
ば
ら
し
い
試
合
が
で

き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
選
手
の
皆

さ
ん
、
監
督
さ
ん
本
当
に
御
苦
労
様

で
し
た
。

来
年
は
、
ぜ
ひ
と
も
男
女
ペ
ア
で

の
県
大
会
出
場
を
果
た
し
、
夢
は
大

き
く
県
大
会
優
勝
と
い
き
た
い
と
こ

ろ
で
す
。

皆
さ
ん
、
は
じ
め
ま
し
て

1
•

前
回

は
、
編
集
あ
と
ば
な
し
、
今
回
は
、

N
e
w
 F
a
c
e
の
コ
ー
ナ
ー
を
書
い
て

い
る
岩
仲
で
す
。

N
e
w
 F
a
c
e
と
は
言
っ
て
も
、
あ

ま
り
、
い
や
全
然
、
全
く
活
動
に
参

加
し
て
い
な
い
の
で
と
り
あ
え
ず
何

を
書
い
て
い
い
の
か
迷
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
し
か
も
、
も
う
青
年
と

呼
ば
れ
る
年
齢
も
少
し
ず
つ
遠
の
い

て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
る
今
日

巧目の一9: 
g 

岩 仲 美佳

-／  笠Asu料，SMac加 e

r 

この車が愛車のSKYL
INE GTSです。自慢
できるようなものはなにも

ついてないけど初めて買っ
た車なので、乗つてるだけ
でとても楽しいです。

まだ買って五カ月くらい
で、借金がかなりあります。

こ
の
頃
の
私
で
す
が
：
・
・:
。
と
り
あ

え
ず
、
自
己
紹
介
を
し
た
い
と
思
い

ま
す
。え

っ
と
、
今
年
の
三
月
ま
で
松
山

の
方
で
学
生
生
活
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
、
今
年
の
四
月
に
肱
川
町
の

方
に
帰
り
、
現
在
は
肱
川
町
役
場
の

方
が
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
役
場
に
は
、
嬉
し
い

ん
だ
か
嫌
な
ん
だ
か
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
同
級
生
が
四
人
も
い
ま
す
。
中

学
を
卒
業
し
て
か
ら
ほ
と
ん
ど
会
っ

て
い
な
い
の
に
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い

な
い
の
は
意
外
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
、

皆
さ
ん
に
は
い
ろ
い
ろ
と
ご
迷
惑
を

お
か
け
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

中古だったので、タイ
ャの溝が少ないので買い
かえたいのですが、お金
がないので、当分先にな
りそうです。雨の日とか
は少し怖いです。

ナンバーは881なの
で見かけたらクラクショ
ンでも鳴らして下さい。

by 沖田修二

r

'

薗
躙
響

八
月
三
十
一
日
（
日
）
青
年
団
で
は
、

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
高
砂

の
ト
レ
ー
ニ
ソ
グ
セ
ソ
タ
ー
の
掃
除

を
し
ま
し
た
。

七
時
三
十
分
に
ト
レ
ー
ニ
ソ
グ
セ

ソ
タ
ー
に
集
合
し
、
草
刈
り
、
室
内

の
掃
除
、
河
原
・
グ
ラ
ソ
ド
の
ゴ
ミ

拾
い
、
壁
を
洗
う
作
業
を
し
ま
し
た
。

朝
は
涼
し
く
皆
や
る
気
マ
ソ
マ
ン
だ
っ

た
の
で
す
が
、
す
ぐ
に
暑
く
な
り
、

し
か
も
、
ど
こ
も
か
も
の
、
く
も
の

巣
に
悪
戦
苦
闘
：
・
・
:
。
皆
フ
ラ
フ
ラ

に
な
り
な
が
ら
頑
張
っ
た
お
陰
で
キ

レ
イ
に
な
り
ま
し
た
。

参
加
し
て
下
さ
っ
た
青
年
団
の
皆

さ
ん
、
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

ま
た
来
年
も
一
緒
に
、
く
も
の
巣
と

戦
い
ま
し
ょ
う
。

衣

尻
編
集
あ
と
ば
な
し
忍

朝
晩
も
涼
し
く
な
り
、
秋
の
お
と

ず
れ
を
感
じ
さ
せ
る
合
日
こ
の
頃
で

す
が
、
み
な
さ
ん
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。
私
は
、
今
年
の
夏
の

日
焼
け
対
策
を
怠
っ
た
ば
っ
か
り
に
、

す
ご
く
日
焼
け
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
夏
真
っ
盛
り
の
中
、
女
子

バ
レ
ー
の
み
な
さ
ん
、
お
つ
か
れ
さ

ま
で
し
た
。
勝
敗
に
関
係
な
く
、
楽

し
ん
で
プ
レ
ー
で
き
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
来
年
も
ま
た
が
ん

ば
り
ま
し
ょ
う
！

季
節
の
変
わ
り
め
は
、
体
調
を
崩

し
や
す
い
も
の
で
す
が
、
健
康
管
理

に
は
十
分
、
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
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1 0月 の 行 事 予 定 表
1 肱川町防災の日 19 i秋の道路愛護デー

6 行政相談 25~26i県高校新人全国高校選抜四国予選

6 • 20 心配ごと相談 26 i岩谷春日神社祭り

10 第37回町民運動会（肱）1|中学校） 28 ；宇和J11地区秋祭り

中旬 特別町民「風のパッケージ」発送 29 i税金等出張受入れ

16 明老大学 31 ｛老人運動会（トレーニソグセソター）

定例部落長会（休会）
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9.言

中

野

上

田

リ

ッ

子

さ

ん

(79
歳
）

下

鹿

野

川

金

野

数

恵

さ

ん

(90
歳）

汗

生

中

野

嘉

太

郎

さ

ん

(84
歳）

上

鹿

野

川

冨

永

正

光

さ

ん

(73
歳）

10月の日曜・祝日当直医

日 当 直 医 電 話

高 橋 医 院 44-2010 5 日 （五十崎）

（日） 村上内科医院 23-3500 
(;:ft 只）

佐 々 木整形外科 43- 0101 10日 （五十崎）

（金） 大野内科医院 24-6800 
（片 原 町）

松本整形外科 44-5533 12日 （内 子）

（日） 村上 外科医院 24-2262 
（片 原町）

曽 根 医 院 44-2801 19日 （内 子）

（日） 祖 母 井 医 院 24-3756 
（中 村）

芳我外科医院 44-2560 26日 （内 子）

（日） 岡 本耳鼻科医院 24-3752 
（本 町）

※変更になる場合がありますので、前もって連絡
してからお出かけください。

救 急 病 院

曜日 病 院 名 電 話

月・火
市立大洲病院

24- 2151 
・（大洲市西大洲）

水
加 戸 病 院

24- 5101 
（大洲市若宮）

木～日
大洲中央病院

24-4551 
（大洲市東大洲）

日
◎
献

場

所

血

◎
行
政
相
談

▽

日

時

10
月
6
日
（
月
）

午
後
1
時
30
分

ー

4
時
30
分

▽

場

所

肱

川
町
公
民
館

二
階
青
年
室

相

談

員

福

田

保

委

員

※
自
宅
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

6
三
四
ー
ニ
五

0
八

10
月
27
日
（
月
）
＿
噂
直
国
直

／ヽ

10
月
1
日
（
水
）
＿
保
建
セ
ン
タ
ー
一午
前
9
時
30
分
ー

◎
幼
児
教
室

日

程

場

10
月
2
4
日
（金）
一
中
津
集
会
所
一
午
前

10
時
ー

時

間

ぼ

10
月
3
1
日
（
金
）
一
保
健
セ
ン
タ
ー
一
闘
吋
紐

◎
1
0
月
の
不
燃
物
収
集

▽
収
集
日

10
月
15
日
（
水
）
か
ら

（
出
す
の
は
10
月
14
日
中
に
）

▽
収
集
地
区

上
森
山
・
八
重
栗
・
正
山
地
区
・
見

の
越
・
月
野
尾
・
京
造
・
鹿
野
川
・

中
野
・
岩
谷
・
予
子
林

◎
不
用
犬
の
引
取
り

▽

日

時

10
月
14
日
（
火
）

午
前
9
時
ま
で
に

▽

場

所

保

健

セ

ソ

タ

ー

登
録
し
て
あ
る
犬
を
出
さ
れ
る

場
合
は
、
印
鑑
．
鑑
札
・
予
防
注

射
済
票
を
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

日

程

場

所

一

時

間

直

10
月
15
日
（水）
＿
保
健
セ
ン

タ
ー一
午
後
1
時
30分
l

日

場

所

時

間

◎
リ
ハ
ビ
リ
教
室

時

間

＿
午
後

1
時
？

1
時

30
分

10月
14
旦

火
）
＿
保
健
七
ン
タ

ー

10
月
7
日
（
火
）
＿
肱
流
苑
一
午
後
1
時
30
分
？

日

程

場

所

担
当
相
談
員

10
月
6
日
（
月
）

□

戸：
□

“こ

◎
元
気
印
教
室

程

場

所

日

時

間

10
月
3
日
（
金
）
＿
保
健
セ
ン
タ
ー
一
午
後
1
時
3
0
分
？

日

程

一

場

所

時

間

i
口
[
国
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ぉ
す
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や
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9
.̀
:
9
9
-
h
9
g
-
-
g

-
ー-
9n
.
P
i
-
9
i
―
.
,
．
9_―U
n
•―-
'
i
-＿-
g
-―g
t
-
9
m
d
-
9
且
―
-
m
-`
•
9
n
=
-
…
：r
,
-

◎
心
配
ご
と
相
談

7
/
22
岩
田
耕
汰
ち
ゃ
ん
（
下
鹿
野
川
）

8
/
16
上
田
有
莉
奈
ち
ゃ
ん
（
道
野
尾
）

午
後
1
時
30
分

ー

4
時
30
分

肱
川
町
公
民
館

二
階
青
年
室

◎
子
宮
が
ん
検
診

程

場

所

時

間

午
後
1
時

t

2
時

10
月
20
日
（
月
）
＿
保
健
セ
ン
タ
ー
一

日
◎
胃
が
ん
検
診
・
大
腸
が
ん
検
診

—
日
程
ー
場
所
二
｀
分

ー

9
時
30
分

10
月
2
旦

木

）
保
健
セ
ン
タ
ー

◎
う
き
う
き
ク
ラ
ブ

◎
骨
密
度
測
定

□日
`
冒
I

I

10
月
22
日
（
水
）
保
健
セ
ン
タ
ー
一
午
前

10
時
ー

◎
健
康
つ
く
り
料
理
教
室

所

時

間

日
。

C
I〗

相

炎―-＝-n 

日

▽
場

所

▽
時

間

◎1歳6カ月児•3歳児健康診査

1010 1010 
相月月 月月

2215 2113 
談

日日 日日
へ／ //  

水水 火月 日

内 大

子 闊場

町

商
工

工 畠 所
会 所

時

間

濯

午
前
9
時
30分
！

贔
1
時
30分

10
月
16
旦
木
）
一
肱
川
町
公
民
館
一

日

場

所

10 
月 日
17 
日

金
程

醤 大 J ， .... 一‘ 宇大

谷 A 開沙11
場

セ
公 予 ム

ン／

夕 民 子 闘ェ縫 所
I 館 林 場製

?: ？ ； 午 午
？雷11前 10前 時

3 2 2 1 
時 11時 10

9 9 
時時 時時 時時

30 30 30時 20時 3010 間
分 分 分？ 分？ 分分

◎
社
会
保
険
一
日
（
出
張
）
相
談
◎
竹
の
子
ク
ッ
キ
ン
グ

◎
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診


